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2 0 1 1 年 度 ス ロ ー ガ ン

2 0 1 1 年 度 基 本 方 針

一、「淡路はひとつ」実現に向けて行動しよう。

一、信念を持った人づくり目指し行動しよう。

一、考える前にまず行動しよう。
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１. 理 事 長 報 告

まずは 2011年度、理事長と言う大役を賜りましたこ

と、そして一年間お世話になりました OB 諸先輩の皆様、

並びに現役メンバーの皆様に心より感謝を申し上げま

す。皆様方のお陰をもちまして、無事に 1 年間を全う

することが出来ました。ありがとうございました。

本年はスローガンといたしまして「大志一閃 ～行動

こそが信念～」を掲げさせていただきました。大いな

る志を持ち、それを実現させるが為、精一杯行動しよ

う、それこそが今の世に差し込む一閃となるのだと言

う事であります。メンバーの皆様には、このスローガ

ンの基素晴らしい物を魅せていただいた事にも重ねてお礼申し上げます。

理事として前線にてご活躍いただいたメンバーは、この 1 年で見違える程の成長を遂げ

られたように感じます。きっと個々のメンバーが個々に感じた苦労や達成感がそうさせた

のでしょう。そして理事ではなくとも共に御協力いただいたメンバーの皆様方におきまし

ても、各委員会を支えていただき成果を挙げていただく中、素晴らしい成長をとげられた

ことも間違いないと考えます。

さて、本年は大きな柱としまして「淡路は一つ」とうたう中、淡路島として生き残って

いくためには、島が一つとなり淡路島と言うしっかりとした自治体として取り組む必要性

がある。そのために一体何ができるのか。10 月に「淡路島フォーラム」を開催させていた

だき、その中では三市長及び有識者をお招きし、これまでの各市の流れ及び今後について

の見解を島民の皆様方に直接示していただきました。そんな中、三市長のお言葉には淡路

島は一つであるべきだとの考え方に淡路一市と言う手段も組み込んだお話をいただく事が

でき、非常に前向きなフォーラムとなりました。三市合併以後、これまであまり議論対象

とならなかった中、新たな枠組みでのまちづくりの在り方として打ち出せたことは非常に

意味があったと確信いたす次第でございます。そんな中、関わっていただいた OB 諸先輩方

とメンバーの皆様方、本当にありがとうございました。そして現役メンバーの皆様方にと

ってもこれまでと同様に淡路島の未来を考え信念をもって行動に移すことのできた 1 年で

あったと考えます。本年で得た様々な経験や絆を 2012 年度への足がかりとなること、そし

て明るい豊かな淡路島実現が近未来であると節に信じ、本年度のお礼とご報告とさせてい

ただきます。
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２. 副 理 事 長 報 告

副理事長 上河 護 上村 雄二郎 沖田 和良 廣井 公壽

2011 年度 4名の副理事長で、理事長の所信の下、理事・メンバーがそれぞれの役割や目

的に向かって自覚を持ち、志を持ったメンバーが一丸となって JC 活動に取り組めるよう臨

んでまいりました。事業では、趣旨目的を的確にとらえ濃厚かつ合理的な JC 活動が行える

ように、事業が本当に目的達成すべきことを個人主観や一般情報等で事業実施に至らない

ように、調査・研究に基づいた背景・目的の精査をおこないました。それと共に、三役間

の意思統一をはかり、JC 活動から学んだ経験・諸先輩方から学んだことをしっかりと伝え

サポートすることで効率の良い運営をに努めてきました。本年度、3 月 11 日の東日本大震

災・台風や大雨による災害等過去例に見ない不足の事態へ対応が求められた 1 年であり、

早急に事業実施における不足事態への準備・判断・対応が、予想を上回り十分とは言えな

い結果となることがありました。事前に不足の事態でもゆらぐことがないように綿密な準

備・判断・対応ができるように、しっかりとして方向性を指し示し、組織の意思統一が図

れメンバーの役割や目的達成に向けて志が高まるように努める必要があったと反省をして

おります。

最後に、今年度の経験を生かし今後の JC 活動の糧として頑張ってまいります。1 年間あ

りがとうございました。
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３. 専 務 理 報 告

専務理事 向内 英光

2011 年度、社団法人淡路青年会議所の専務理事を拝命し、その

重責を日々痛感し、活動を行ってきた一年でございました。歴代

の専務理事の皆様が、日々の青年会議所活動とは別に様々な運営

に関する事項をこなしてこられ、49 年の長きにわたる活動を縁の

下で支えてこられてことがその立場になって、理解することがで

きました。

青年会議所は単年度制ですので、このような機会を与えて頂き、

理事長の秘書的業務及び副理事長、委員長の皆様方との調整事項、

その他 外部団体との調整等、どれをとっても重要な業務の中で多くの気付きを得ること

ができました。至らぬ点は多々ございましたが、2011 年度の組織の中で活動させていただ

いたことは、私にとって何物にも代えがたい経験となりました。この経験を今後の青年会

議所活動に活かし、2012 年度の新たな場所で行動して参ります。

最後になりましたが、お世話になった方々に心からの感謝を申し上げ、2011 年度の専務

理事としてのご報告とさせていただきます。
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４. 諸 会 議 報 告

社団法人 淡路青年会議所 第 73回通常総会

2011 年 1 月 12 日(水)於 夢泉景

出席者  43 名  書面評決  16 名  委任状  1名

第 1 号議案 2010 年度事業報告承認に関する件

第 2 号議案 2010 年度決算報告承認に関する件

第 3 号議案 2011 年度修正予算承認に関する件

社団法人 淡路青年会議所 第 55回臨時総会

2011 年 8 月 10 日(水)於 洲本市文化体育館

出席者  45 名  書面評決   5 名  委任状  4 名

第 1 号議案 公益法人制度改革に伴う方向性に関する件

第 2 号議案 2011 年度 理事予定者承認に関する件

第 3 号議案 2011 年度 理事長予定者承認に関する件

第 4 号議案 2011 年度 監事予定者承認に関する件

社団法人 淡路青年会議所 第 74回通常総会

2011 年 12 月 17 日(土) 於 淡路島国際観光ホテル

出席者  40 名  書面評決  15 名  委任状  9 名

第 1 号議案 2011 年度 預かり金処分の件

第 2 号議案 2011 年度 一般会計収支補正予算の件

第 3 号議案 2011 年度 特別会計収支補正予算の件

第 4 号議案 2012 年度 組織構成及び委員会構成の件

第 5 号議案 2012 年度 出向者の件

第 6 号議案 2012 年度 一般会計収支予算の件

第 7 号議案 2012 年度 特別会計収支予算の件

第 8 号議案 2012 年度 事業計画の件

第 9 号議案 2012 年度 例会･総会日時の件

第 10 号議案 2012 年度 預かり金の件
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理事会報告（未）

月 日 内     容 場 所

1.5（水） 1 月理事会

【審議事項】

(1) 2010 年度事業報告の件

(2) 2010 年度決算報告の件

(3) 新入会員承認の件

(4) 新入会員配属の件

(5) 2011 年度修正予算承認に関する件

(6) 2011 年度会費徴収の件

(7) 対内広報紙発行の件

(8) 1 月例会の件

(9) 第 73 回通常総会の件

(10) 第 73 回通常総会提出議案の件

(11) 新年会の件

(12) 総合資料作成の件

(13) 会員名簿作成の件

【協議事項】

(1) 2 月例会の件

(2) 3 月例会の件

(3) 社会開発事業（例会）の件

夢海游 淡路島

2.2(水) 2 月理事会

【審議事項】

(1) 2 月例会の件

【協議事項】

(1) 3 月例会の件

(2) 3 月例会 ～淡路はひとつ！淡路一市運動～の件

(3) 前期入会候補者説明会の件

(4) 4 月例会の件

(5) わんぱく相撲 ～挑戦 新たな可能性へ向かって～の件

夢海游 淡路島

3.2(水) 3 月理事会

【審議事項】

(1) 1 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 第 73 回通常総会の設営事業報告の件

(3) 新年会事業報告並びに決算報告の件

(4) 3 月例会の件

(5) 3 月例会 ～淡路はひとつ！淡路一市運動～の件

(6) 前期入会候補者説明会の件

夢海游 淡路島
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月 日 内     容 場 所

【協議事項】

(1) 4 月例会の件

(2) 5 月例会の件

(3) わんぱく相撲 ～挑戦 新たな可能性に向かって～の件

(4) 社会開発事業の件

4.6(水) 4 月理事会

【審議事項】

(1) 2 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 会員名簿作成報告並びに決算報告の件

(3) 総合資料の作成報告並びに決算報告の件

(4) 準会員承認の件

(5) 4 月例会の件

(6) わんぱく相撲 ～挑戦 新たな可能性に向かって～の件

(7) 預かり金 使用の件

【協議事項】

(1) 5 月例会の件

(2) 6 月例会の件

夢海游 淡路島

5.6(金) 5 月理事会

【審議事項】

(1) 3 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 3 月例会～淡路はひとつ！淡路一市運動～事業報告並びに決算

報告の件

(3) 前期入会候補者説明会の件

(4) 5 月例会の件

(5) わんぱく相撲 ～挑戦 新たな可能性へ向かって～の件

【協議事項】

(1) 社会開発委員会 変更事業計画並びに上程スケジュールの件

(2) 6 月例会の件

(3) 7 月例会の件

(4) 淡路島まつりおどり大会の件

夢海游 淡路島
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月 日 内     容 場 所

6.1（水） 6 月理事会

【審議事項】

(1) 4 月例会 事業報告並びに決算報告の件

(2) 公益法人制度改革による決議方法の件

(3) 6 月例会の件

【協議事項】

(1) 選挙管理委員会の設置の件

(2) 7 月例会の件

(3) 淡路島まつりおどり大会の件

(4) 8 月例会の件

(5) 社会開発事業の件

夢海游 淡路島

7.6（水） 7 月理事会

【審議事項】

(1) 5 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 第 17 回わんぱく相撲淡路場所事業報告並びに決算報告の件

(3) 公益法人制度改革に伴う方向性の件

(4) 新入会員承認の件

(5) 新入会員配属の件

(6) 2011 年度後期会費徴収の件

(7) 選挙管理委員会設置の件

(8) 7 月例会の件

(9) 淡路島まつりおどり大会の件

【協議事項】

(1) 8 月例会の件

(2) 第 55 回臨時総会提出議案の件

(3) 第 55 回臨時総会の設営の件

(4) 9 月例会の件

(5) 後期入会説明会の件

(6) 社会開発事業の件

夢海游 淡路島

8.3（水） 8 月理事会

【審議事項】

(1) 準会員承認の件

(2) 第 17 回わんぱく相撲淡路場所事業報告並びに決算報告の件

(3) 6 月例会事業報告並びに決算報告の件

(4) 2012 年度理事予定者承認に関する件

(5) 2012 年度理事長予定者承認に関する件

(6) 2012 年度監事予定者承認に関する件

(7) 第 55 回臨時総会提出議案の件

(8) 第 55 回臨時総会の設営の件

(9) 8 月例会の件

(10) 事務局員夏季休暇の件

淡路島観光ホテル
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月 日 内     容 場 所

【協議事項】

(1) 9 月例会の件

(2) 後期入会説明会の件

(3) 淡路島フォーラムの件

(4) 10 月例会の件

(5) 未来創造委員会事業の件

9.7（水） 9 月理事会

【審議事項】

(1) 7 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 9 月例会の件

(3) 後期入会説明会の件

【協議事項】

(1) 10 月例会の件 温故知新～半世紀の時を経て～の件

(2) 10 月例会 温故知新～半世紀の時を経て～の件

(3) 淡路島フォーラム～淡路はひとつ！淡路島の未来を描く～の件

(4) 11 月例会の件

夢海游 淡路島

10.5（水） 10 月理事会

【審議事項】

(1) 準会員承認の件

(2) 淡路島まつりおどり大会事業報告及び決算報告の件

(3) 8 月例会事業報告並びに決算報告の件

(4) 10 月例会の件

(5) 10 月例会 温故知新～半世紀の時を経て～の件

(6) 淡路島フォーラム～淡路はひとつ！未来の淡路島のために～の

件

【協議事項】

(1) 11 月例会の件

(2) 12 月例会の件

(3) ｸﾘｽﾏｽ家族忘年会の件

夢海游 淡路島

11.2（水） 11 月理事会

【審議事項】

(1) 9 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 後期入会候補者説明会事業報告並びに決算報告の件

(3) 11 月例会の件

(4) クリスマス家族忘年会の件

【協議事項】

(1) 12 月例会の件

(2) 第 74 回通常総会 提出議案の件

(3) 第 74 回通常総会設営の件

夢海游 淡路島
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月 日 内     容 場 所

12.7（水） 12 月理事会

【審議事項】

(1) 10 月例会事業報告並びに決算報告の件

(2) 10 月例会 温故知新～半世紀の時を経て～の件

(3) 淡路島フォーラム～淡路はひとつ！未来の淡路島のために～の

件

(4) 11 月例会事業報告並びに決算報告の件

(5) 2011 年度預かり金処分の件

(6) 2011 年度一般会計収支補正予算の件

(7) 2012 年度組織及び委員会構成の件

(8) 2012 年度出向者の件

(9) 2012 年度一般会計収支予算の件

(10) 2012 年度特別会計収支予算の件

(11) 2012 年度事業計画の件

(12) 2012 年度例会・総会日時の件

(13) 2012 年度預かり金の件

(14) 12 月例会の件

(15) 第 74 回通常総会 提出議案の件

(16) 第 74 回通常総会の設営の件

(17) クリスマス家族忘年会の件

(18) 褒章委員会設置の件

夢海游 淡路島

2012.

1.4（水）

13 回理事会

【審議事項】

(1)対内広報紙の発行事業報告並びに決算報告の件

(2)12 月例会事業報告並びに決算報告の件

(3)クリスマス家族忘年会事業報告並びに決算報告の件

(4)入会案内冊子事業報告並びに決算報告の件

(5)ホームページの立ち上げ・管理・運営の事業報告並びに決算報告

の件

(6)２０１１年度事業報告の件

(7)２０１１年度決算報告の件

(8)新入会員承認の件

(9)理事預かり金の件

夢海游 淡路島
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５. 委 員 会 事 業 報 告

理事長公室

担当 向内 英光 委員長 真野 貴司 副委員長 濱田 真輔

委員 有賀 雄一、河井 義樹、山口 智康、吉井 崇行

総括報告

公室長 真野 貴司

まず、予定者の段階からたくさんの方々にご指導いただき、公

室長を務めさせていただいた事に、心より感謝いたしております。

畑野理事長の秘書的業務、向内専務の補佐、三役と委員長を結ぶ

パイプ役をしっかりできたかというと至らぬ点がたくさんあった

かと思います。反省点の多いところもありますが、自分の役割と

はどのようなものかと考え、経験できたという点で大変有意義で

ありました。畑野理事長、向内専務には、この立場でないと経験

し得ない大切なものを教えていただきましたし、公室メンバーに

は本当に色々な意味で助けていただきました。それらを踏まえ、関わってくださったすべ

ての方々にお礼を申し上げ報告といたします。一年間ありがとうございました

委員会報告

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010.9.27 

11.30

12.23

2011.2. 7

3. 8

4.14

5.10

5.25

6. 6

6.22

7.11

8. 2

12. 1

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

所信・基本方針・役割分掌、公室長抱負、事業計画他

公室長抱負、総合資料、公式訪問役員懇談会他

名刺、名簿

名簿

6月例会

6月例会

6月例会

6月例会

6月例会

6月例会

理事会準備

理事会準備

理事会準備

6名

4名

4名

3名

4名

4名

3名

6名

6名

6名

3名

4名

6名
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事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.2. 9

6. 8

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

会員名簿発行

6月例会

370 名

49 名
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会員委員会

担当 沖田 和良 委員長 木下 紘二 副委員長 柴田 大介

委員 礒村 浩史、島田 実、新家 春輝、高見 恵文、福富 健介、冨士元 明仁、村田 泰志

総括報告

委員長 木下 紘二

予定者の段階から多くのメンバーの皆様から委員長としての

心得をご指導いただき、1 年間務めさせていただきましたこと、

心より感謝いたします。社団法人淡路青年会議所 畑野理事長の

もと、最初の御披露目としての事業「新年会」の設営に始まり、

夏の地域参加型事業「淡路島まつりおどり大会」、1 年を締めく

くる最後の事業「クリスマス家族忘年会」といった、三者三様の

事業の運営にあたりました。どれも反省の繰返しであったかと思

います。当委員会は会員の交流と親睦をテーマに進めて参りまし

たが、3 つの事業を通じ、LOM メンバーの絆を育むことに繋がったかどうかは未知数であり

ますが、委員会から廻りに元気を振りまく姿は大いに見せることが出来たのではないかと

考えております。最後に、畑野理事長、沖田副理事長にはご指導をいただき、柴田副委員

長には予定者段階から、委員会メンバーには要所要所の役割を担っていただき盛りたてて

いただいたことを心よりお礼申し上げ報告と致します。

委員会報告

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010. 9.27

10. 7

10.28

11. 8

11.24

11.30

12.17

12.21

12.27

2011. 1. 6

1.10

1.11

1.30

3.31

夢海游淡路島

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

淡路夢泉景

事務局

淡路夢泉景

事務局

はな甚

事務局

所信・基本方針・役割分掌、委員長抱負、事業計画他

委員長抱負、事業計画、新年会他

新年会

新年会

新年会

新年会

新年会

新年会

新年会

新年会

新年会リハーサル

新年会

新年会

淡路島まつりおどり大会

7名

6名

7名

5名

5名

6名

6名

3名

4名

3名

4名

4名

6名

4名
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数

4.11

4.19

4.25

5. 2

5.19

5.27

6.23

6.28

7.07

7.12 

7.21

7.27

8.23

9.16

9.28

10.18

10.28

11.15

11.30

事務局

事務局

事務局

もへいじ

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

竹口海水浴場

事務局

事務局

事務局

新家青果

事務局

事務局

事務局

事務局

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会 BBQ リハーサル

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会

淡路島まつりおどり大会、家族忘年会

家族忘年会

家族忘年会

家族忘年会

家族忘年会

家族忘年会

4名

5名

6名

4名

5名

7名

8名

6名

4名

5名

6名

4名

5名

5名

6名

4名

5名

6名

6名

事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.1.12

8. 6

12.17

淡路夢泉景

厳島神社・竹口海水

浴場

淡路島観光ホテル

新年会

淡路島まつりおどり大会

クリスマス家族忘年会

58 名

58 名
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拡大・渉外委員会

担当 沖田 和良 委員長 平川 智己 副委員長 岸本 篤人

委員 柏木 敏孝、斎藤 新太、飛松 孝治、中田 勝文、濱口 健一

総括報告

委員長 平川 智己

本年度の拡大活動のテーマとして、理事長所信にもあります

「若い力がまちを変えてゆく」と確固たる信念を持って活動し

てまいりました。様々な候補者に面談していると、自分もまち

を変えてゆきたいと同じ志を持った方が多数、前期入会候補者

説明会、後期入会候補者説明会に集まって頂きました。その中

には各メンバーの方には情報収集から側面的なフォローも含め

多大な協力を頂き、本当に感謝しております。これから卒業生

が多くなっていく中で当初の目標人数に達成できなかったこと

は誠に残念ではございますが、先ほどにも述べたように志を持った、魅力的な候補者が新

入会員へと繋がってくれたように思います。最後に、畑野理事長、沖田副理事長にはご指

導をいただき、岸本副委員長には予定者段階から、委員会メンバーには要所要所の役割を

担っていただき盛りたてていただいたことを心よりお礼申し上げ報告と致します。

委員会報告

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010.9.27

10. 7

10.28

11. 8

11.24

12. 2

12. 9

12.16

2011.1.26 

1.30

2. 9

2.23

2.28

3.01

3.07

3.11

夢海游淡路島

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

所信・基本方針・役割分掌、委員長抱負、事業計画他

委員長抱負、事業計画、他

入会案内冊子、ＬＯＭナイト、他

入会案内冊子、ＬＯＭナイト、他

入会案内冊子、他

入会案内冊子、他

入会案内冊子、他

入会案内冊子、ＬＯＭナイト、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

前期入会候補者説明会、他

6名

5名

4名

5名

5名

6名

5名

3名

4名

3名

4名

4名

6名

4名

4名

5名
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数

3.15

4.12

5.17

6.09

6.21

7.07

8.09

8.18

9.13

9.23

9.27

9.30

10.15

12.05

淡路島観光ホテル

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

淡路島観光ホテル

事務局

事務局

前期入会候補者説明会リハーサル

前期入会候補者説明会決算、ゴルフ同好会、他

後期入会候補者説明会、ゴルフ同好会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会、他

後期入会候補者説明会リハーサル

後期入会候補者説明会決算、卒業ゴルフコンペ、他

入会案内冊子決算他

6名

5名

7名

4名

5名

4名

5名

3名

4名

5名

5名

6名

4名

5名

事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.3.16

9.30 

前期入会候補者説明会

後期入会候補者説明会

31 名

27 名
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総務・広報委員会

担当 上河 護 委員長 三倉 克仁 副委員長 三原 正行

委員 滝本 佳範、西 浩平、柳 弘一郎、山下 勝久

総括報告

委員長 三倉 克仁

まず初めに一年間、メンバーの皆様にはご指導ご協力いただ

き心より感謝いたします。総務・広報委員会は予定者の段階か

らホームページ、対内広報紙発行、総合資料、通常総会と上程

議案が沢山あり、一年を通してホームページの管理や対内広報

紙発行と走り続けていたよう思います。社団法人淡路青年会議

所の活動や JC 運動を多くの人に伝える為に HPなどを活用し

Twitter やブログなど使いリアルタイムに情報発信してきまし

た。そして対内においては JCタイムズを発行しメンバー全員が

意識共有できるように工夫してきましたが、いざ校正を考えてみると想像していたより難

しく、一年が終わりかけて気付かされたことが沢山あります。色んな気付きや問題点は次

年度以降に引き継いでいきます。また、今年度は総合資料を取りまとめてみて改めて過去

を振り返る資料として総合資料の大切さに気付きました。最後に、畑野理事長始め上河担

当並びに理事の方々にはご指導いただき沢山の気付きを与えていただきました。そして、

三原正行副委員長始め委員会メンバーには本当に一年間助けていただき感謝しております。

また、現役メンバー並びに OB の先輩方にも取材などのお願いを快く引き受けていただき本

当に感謝しております。自分自身この一年間の経験が今後の活動に役立つと信じておりま

す。一年間本当にありがとうございました。

委員会報告

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010.9.28

10. 8

10.18

10.27

11.15

12. 2

12.20

2011.1.25

2.15

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

所信・基本方針・役割分掌、委員長抱負、事業計画他

委員長抱負、事業計画、予算

委員長抱負、事業計画、予算、ホームページ

委員長抱負、事業計画、予算、ホームページ

ホームページ、対内広報紙、総合資料

ホームページ、対内広報紙、総合資料、通常総会

ホームページ、対内広報紙、総合資料、通常総会

対内広報紙、ホームページ

対内広報紙、ホームページ

4名

4名

4名

4名

4名

4名

4名

4名

4名
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数

3.18

4.27

5.27

6.23

7.11

7.27

8.25

9.30

12. 5

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

対内広報紙、ホームページ

対内広報紙、ホームページ

選挙管理委員会設置、選考委員選挙

選挙管理委員会設置、選考委員選挙、臨時総会

選挙管理委員会設置、選考委員選挙、臨時総会

臨時総会、選考委員選挙

対内広報紙、ホームページ

臨時総会、総合資料

褒賞委員会設置、総合資料

4名

4名

4名

4名

4名

4名

4名

4名

4名

事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.1.12

7.13

8.10

12.17

淡路夢泉景

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

淡路島観光ホテル

第 73 回通常総会

選考委員選挙

第 55 回臨時総会

第 74 回通常総会

43 名

50 名

45 名

名
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例会委員会

担当 上河 護 委員長 中村 篤弘 副委員長 藤井 宏昌

委員 池澄 泰彦、片山 竜也、立木 健介、中西 仁志、法月 正義、藤井 実二、三原 聡

総括報告

委員長 中村篤弘

先ず初めに一年間ご支援ご鞭撻頂きましたメンバーの皆さまに

深く感謝致します。ありがとうございました。

例会委員会は定款にも定められております通り、月に一度メン

バーが一斉に集う場であります。青年会議所活動の基本となる例

会では、メンバーのことを考えながら内容を組立ていかなければ

なりません。本年は抱負を考えるに際し、9 月例会を主と考え、

青年経済人として、また Jaycee としてどうのように成長していく

かを考え遂行してまいりました。内容を組立てるにあたり、肝心である調査・研究を怠り

手法より入ってしまったため、芯となるものが見えなく、委員会運営もままならないもの

となってしまいました。しかし、回数を重ねる毎に芯となるものが確立されてきたように

感じます。それからは委員会運営もスムーズに行うことができるようになり、委員会自身

にもまとまりが出てきたように思えます。

本年は例会開会時に行われるセレモニーを声高らかに行うことを基本方針の一つとして

掲げてまいりました。国歌及び JC ソング斉唱、JCI クリード唱和、JC 宣言朗読並びに綱領

唱和、これらは青年会議所の基となっているものであります。「外装整えば内装おのずと

熟す」という諺がある通り、声高らかに行うことによってメンバー一人ひとりの奥底に落

とし込むことができると考え例会委員会メンバーが率先してやり抜いたことは本年の実り

であったと感じております。

この一年を通し、委員会メンバー、そして理事メンバーの皆さま方より多大なるご指導、

ご鞭撻を頂けたお陰で私自身大きな飛躍を遂げたと感じている次第であります。毎月上程

する中で、くじけそうになる時期もありましたが、それを乗り越えてこそ自信にも繋がり

成長にも繋がるものと身をもって感じられたことは、本当に貴重な経験をさせて頂いたと

思っております。一年間本当にありがとうございました。

委員会報告

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010.9.27 淡路島観光ホテル 所信・基本方針・役割分掌、委員 9名
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数

10. 4

10.18

10.28

11.12

 12. 3

12.22

2011.1. 6

1.10

1.20

1.26

2. 8

2.23

3. 8

3.22

3.30

4.12

4.26

5.10

5.17

5.25

5.30

6. 6

6.17

6.29

7. 4

7.11

7.20

7.27

8. 4

8. 9

8.19

8.24

8.31

9. 9

9.13

9.28

10.11

10.28

11. 4

11. 8

12. 1

12.16

12.19

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

五色中学校

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

夢海游 淡路島

事務局

事務局

事務局

長抱負、事業計画他

委員長抱負、年間事業計画・予算、1月例会

委員長抱負、年間事業計画・予算、1月例会

委員長抱負、年間事業計画・予算、1月例会

委員長抱負、年間事業計画・予算、1月・2月例会

委員長抱負、年間事業計画・予算、1月～4月例会

1月～4月例会

1月～5月例会、委員会配属

1月例会リハーサル

1月～5月例会

2月～4月例会

2月例会リハーサル、5月例会

1月例会決算、3月～6 月例会

2月例会決算、3月～6 月例会

2月 3月例会決算、4～6月例会

2月例会決算、4～6月例会

4月例会

3月例会決算、4～7月例会

5～7 月例会

4月例会決算、5～8月例会

4月 5月決算、6～8月例会

6～8 月例会、アテンダンス確認

6～8 月例会

6月例会決算、7～9月例会

5月 6月決算、7～9月例会

8～9 月例会

7月～10月例会

7月例会決算、8～9月例会

8～10 月例会

8～10 月例会

8～9 月例会

8月例会決算、9～10月例会

8月例会決算、9～11月例会

9～11 月例会

9～11 月例会

9～11 月例会

9月例会決算、10～12月例会

10～12月例会

9月例会決算、11～12月例会

11 月例会リハーサル

10 月・11月例会決算、12 月例会

12 月例会リハーサル

12 月例会決算

6名

7名

4名

8名

4名

4名

8名

10名

7名

9名

8名

4名

6名

8名

8名

7名

5名

7名

6名

7名

6名

8名

4名

7名

7名

8名

6名

3名

6名

8名

5名

6名

7名

5名

8名

8名

5名

6名

6名

7名

6名
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事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.1.12

2. 9

3. 9

4.13

5.11

6. 8

7.13

8.10

9.14

10.12

11. 9

12.17

淡路夢泉景

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

洲本市文化体育館

夢海游淡路島

淡路島観光ホテル

1月例会

2月例会

3月例会

4月例会

5月例会

6月例会

7月例会

8月例会

9月例会

10月例会

11月例会

12月例会

49 名

50 名

45 名

44 名

45 名

49 名

55 名

45 名

48 名

47 名

64 名

名
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未来創造委員会

担当 廣井 公壽 委員長 出口 利一 副委員長 川越 勇輔

委員 池尻 明人、辰野 慶太、仲野 正倫、原田 啓行、美摩 武臣

総括報告

委員長 出口 利一

まず、予定者の段階からたくさんの方々にご指導いただき、

委員長を務めさせていただいた事に、心より感謝いたしており

ます。社団法人淡路青年会議所の青少年事業として様々な調査

研究を行い、企画設営致しましたが、天候悪化による順延にて

わんぱく相撲淡路場所のみの開催となりました。しかし委員会

メンバーと前日まで取組んできた過程は私にとって大切な経

験となりました。10月例会においても過去の周年について調

査研究する中諸先輩方がどのような想いで周年を行ったのか

を資料や諸先輩方に直接会い、お話を聞くことで周年の大切さを再認識する事ができまし

た。

最後に、廣井担当副理事長には細部までご指導をいただき、川越副委員長には予定者段

階から、積極的に行動して頂き、10 月例会で本領発揮、委員会メンバーには要所要所きっ

ちり参加、そして自分の役割をしっかり成し遂げて頂いたことを心よりお礼申し上げ報告

と致します。

委員会報告

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010.10. 1

10.29

12.28

2011. 1.14

 1.20

1.26

2. 7

2.16

3.31

4.12

4.26

5. 9

5.19

5.21

事務局

事務局

事務局

事務局

津名スポーツセンター

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

柳学園

事務局

事務局

柳学園

所信・基本方針・役割分掌、抱負、事業計画他

抱負、役割分掌、年間上程スケジュール他

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

淡路市相撲連盟打合せ、第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

5名

5名

2名

4名

3名

3名

4名

3名

5名

4名

5名

4名

6名

3名
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数

5.22

5.24

5.26

5.27

5.28

6. 3

6. 4

6.15

7.28

8.17

8.24

9.23

9.28

10. 7

10.10

10.11

11.16

11.25

柳学園

事務局

事務局

柳学園

事務局

事務局

柳学園

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

第 17 回わんぱく相撲淡路場所決算、兵庫ブロック大会

10 月例会

10 月例会

10 月例会

10 月例会

10 月例会

10 月例会

10 月例会

10 月例会

10 月例会決算、その他

10 月例会決算、その他

7名

4名

6名

4名

7名

4名

6名

5名

2名

3名

5名

2名

3名

4名

4名

5名

4名

6名

事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.6. 5

6.19

10.12

柳学園

サンシビック尼崎

洲本市文化体育館

第 17 回わんぱく相撲淡路場所

～挑戦 新たな可能性に向かって～

わんぱく相撲兵庫ブロック大会

10月例会

33 名

選手 34 名

7 名

47 名
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社会開発委員会

担当 上村 雄二郎 委員長 大畑 一也 副委員長 笹津 寛照

委員
出田 裕重、川本 康仁、久米 基支、高津 知也、小谷 敦朗、寺岡 良祐、長尾 泰宏

横山 泰明

総括報告

委員長 大畑 一也

本年度は、社会開発委員会の委員長としてたくさんの皆様にご

協力を頂き、委員会活動を行うことが出来ました。笹津副委員長

をはじめ、委員会メンバーには勿論のこと、現役メンバー、谷村

先輩を始めとする OB諸先輩の皆様、そして行政関係の皆様のおか

げで 10 月に淡路島一市フォーラムが開催できました。開催まで紆

余曲折あり、講師やパネリストの変更、会場の変更など、様々な

ところで多くの方にはご迷惑をおかけすることになり、大変申し

訳なく思います。そのような中、社会開発委員会の事業が行えた

ことは、皆様に支えられているいうことが改めて実感いたしました。一年間、本当にあり

がとうございました。

年 月 日 場  所 内        容 出席者数

2010.9.27 

10.14

11.08

12.02

12.14

2011.1.14

 1.20

2.15

2.28

3.03

3.07

3.08

3.19

3.30

4.14

4.20

5.17

5.26

6.15

淡路島観光ホテル

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

所信・基本方針・役割分掌、委員長抱負、事業計画他

委員長抱負、他

委員長抱負、他

委員長抱負、3月例会、他

3月例会、他

3月例会、他

3月例会、他

3月例会、社会開発事業、他

3月例会、社会開発事業、他

3月例会、社会開発事業、他

3月例会、社会開発事業、他

3月例会、社会開発事業、他

3月例会決算、社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

5名

2名

4名

2名

7名

5名

5名

3名

5名

3名

5名

4名

2名

4名

6名

8名

4名

6名

7名
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年 月 日 場  所 内        容 出席者数

7.20

7.21

8.02

8.16

8.31

9.13

9.17

10.01

10.04

10.06

10.11

10.14

11.15

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業、他

社会開発事業決算、他

6名

4名

6名

5名

4名

5名

4名

6名

7名

6名

6名

7名

3名

事業報告

年 月 日 場  所 内      容 出席者数

2011.3. 9

10.15

洲本市文化体育館

ホテルニューアワジ

3月例会

淡路島一市フォーラム

48 名

373 名
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６. 委員会別事業決算明細

委員会別事業決算明細(1)

差額

科目 予算額 決算額（A） 科目 予算額 決算額（B） （A）－（B）

理事長公室 315,000 315,000 315,000 305,000 10,000

会員名簿作成 委員会事業費 315,000 315,000 資料作成費 305,000 305,000

予備費 10,000

小計 315,000 315,000 小計 315,000 305,000 10,000

会員委員会 4,131,000 3,693,000 4,131,000 3,684,939 8,061

新年会 委員会事業費 280,000 280,000 会場設営費 251,250 251,250

登録料収入 1,695,000 1,620,000 広告費 6,061 5,616

懇親会費 1,695,000 1,620,000

雑費 14,580 16,207

予備費 8,109 798

小計 1,975,000 1,900,000 1,975,000 1,893,871 6,129

淡路島まつり踊り大会 委員会事業費 180,000 180,000 会場設営費 166,290 166,290

登録料収入 222,000 108,000 資料作成費 798 798

登録料収入 444,000 222,000 広告費 320 480

懇親会費 666,000 330,000

保険料 5,000 5,000

雑費 5,500 5,500

予備費 2,092 0

小計 846,000 510,000 小計 846,000 508,068 1,932

ｸﾘｽﾏｽ家族忘年会 委員会事業費 450,000 450,000 会場設営費 52,500 52,500

登録料収入 860,000 833,000 資料作成費 798 798

懇親会費 1,182,050 1,155,050

参加記念品 51,100 51,100

印刷費 5,235 5,235

通信費 4,320 4,320

雑費 2,110 2,110

予備費 11,887 11,887

小計 1,310,000 1,283,000 小計 1,310,000 1,283,000 0

拡大渉外委員会 108,600 108,600 108,600 107,096 1,504

前期入会候補者説明会 委員会事業費 27,800 27,800 会場設営費 26,250 26,250

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 27,800 27,800 小計 27,800 27,048 752

後期入会候補者説明会 委員会事業費 27,800 27,800 会場設営費 26,250 26,250

資料作成費 798 798

予備費 752

小計 27,800 27,800 小計 27,800 27,048 752

入会案内冊子の作成 委員会事業費 53,000 53,000 資料作成費 51,400 51,500

予備費 1,600 1,500

小計 53,000 53,000 53,000 53,000 0

総務・広報委員会 579,000 579,000 579,000 578,799 201

総合資料作成 委員会事業費 1,000 1,000 資料作成費 870 799

予備費 130 0

小計 1,000 1,000 小計 1,000 799 201

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの立ち上げ 委員会事業費 162,000 162,000 資料作成費 160,000 160,000

管理・運営 予備費 2,000 2,000

小計 162,000 162,000 小計 162,000 162,000 0

対内広報紙発行 委員会事業費 416,000 416,000 資料作成費 402,000 402,000

予備費 14,000 14,000

小計 416,000 416,000 416,000 416,000 0

未来創造委員会 701,350 701,350 701,350 641,879 59,471

第17回わんぱく相撲 委員会事業費 700,000 700,000 会場設営費 228,450 210,650

淡路場所 講師関係費 311,100 305,250

資料作成費 3,990 3,990

広告費 66,752 66,752

保険料 24,200 4,114

参加記念品 6,840 8,886

通信費 1,040 1,040

雑費 40,000 40,000

予備費 17,628 0

小計 700,000 700,000 700,000 640,682 59,318

１０月例会 委員会事業費 1,350 1,350 資料作成費 1,197 1,197

温故知新 予備費 153

小計 1,350 1,350 小計 1,350 1,197 153

委員会名 事業名称
収入の部 支出の部

処分方法

合計

委員会事業費に繰り

戻す

合計

委員会事業費に繰り

戻す

委員会事業費に繰り
戻す

合計

委員会事業費に繰り

戻す

委員会事業費に繰り

戻す

委員会事業費に繰り

戻す

合計

委員会事業費に繰り

戻す

委員会事業費に繰り

戻す

委員会事業費に繰り

戻す

合計

委員会事業費に繰り

戻す

委員会事業費に繰り

戻す
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委員会別事業決算明細(2)

差額

科目 予算額 決算額（A） 科目 予算額 決算額（B） （A）－（B）

社会開発委員会 1,868,500 1,868,500 1,868,500 1,332,674 535,826

３月例会 委員会事業費 8,500 8,500 会場設営費 3,150 3,150 0
淡路はひとつ！淡路一市運動 講師関係費 4,500 4,500

資料作成費 798 798

予備費 52 0

小計 8,500 8,500 小計 8,500 8,448 52
淡路島一市ﾌｫｰﾗﾑ 委員会事業費 1,860,000 1,860,000 会場設営費 462,200 301,869

講師関係費 321,250 311,250

資料作成費 135,492 138,477

広告費 541,940 539,140

通信費 10,910 30,510

雑費 10,000 2,980

予備費 378,208 0

小計 1,860,000 1,860,000 小計 1,860,000 1,324,226 535,774

例会委員会 584,700 584,700 584,700 550,670 34,030

1月例会 委員会事業費 38,300 38,300 会場設営費 36,750 36,750

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 38,300 38,300 小計 38,300 37,548 752

２月例会 委員会事業費 22,800 22,800 会場設営費 21,250 15,250

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 22,800 22,800 小計 22,800 16,048 6,752

３月例会 委員会事業費 21,250 21,250 会場設営費 20,750 20,750

予備費 500 0

小計 21,250 21,250 小計 21,250 20,750 500

４月例会 委員会事業費 60,550 60,550 会場設営費 25,250 19,250

講師関係費 26,500 26,500

資料作成費 798 798

保険料 6,100 6,100

予備費 1,902 0

小計 60,550 60,550 小計 60,550 52,648 7,902

５月例会 委員会事業費 234,800 234,800 会場設営費 25,900 24,400

講師関係費 203,150 203,150

資料作成費 798 798

通信費 240 80

予備費 4,712 0

小計 234,800 234,800 小計 234,800 228,428 6,372

６月例会 委員会事業費 22,800 22,800 会場設営費 21,250 19,250

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 22,800 22,800 小計 22,800 20,048 2,752

７月例会 委員会事業費 22,800 22,800 会場設営費 20,750 20,750

資料作成費 798 798

雑費 450 450

予備費 802 0

小計 22,800 22,800 小計 22,800 21,998 802

８月例会 委員会事業費 22,800 22,800 会場設営費 21,250 20,250

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 22,800 22,800 小計 22,800 21,048 1,752

９月例会 委員会事業費 22,800 22,800 会場設営費 21,250 20,250

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 22,800 22,800 小計 22,800 21,048 1,752

１０月例会 委員会事業費 22,800 22,800 会場設営費 21,250 21,250

資料作成費 798 798

予備費 752 0

小計 22,800 22,800 小計 22,800 22,048 752

１１月例会 委員会事業費 65,000 65,000 会場設営費 43,050 43,050

資料作成費 798 798

雑費 19,550 17,210

予備費 1,602

小計 65,000 65,000 小計 65,000 61,058 3,942

１２月例会 委員会事業費 28,000 28,000 会場設営費 26,250 26,250

資料作成費 798 798

予備費 952 952

小計 28,000 28,000 小計 28,000 28,000 0

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

合計

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

合計

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会名 事業名称
収入の部 支出の部

処分方法

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す

委員会事業費に繰り
戻す



７. 直 前 理 事 長 報 告

直前理事長 後藤 英範

2011 年度は畑野理事長の下、直前理事長という立場で一年間

を過ごさせていただきました。まずは一年間しかないこの貴重

な経験をさせていただきましたことに感謝申し上げます。

この一年、理事長を筆頭に 2011 年度の組織が描く「明るい

豊かな淡路島づくり」のお手伝いをさせていただこうと邁進し

てまいりました。直前理事長という立場の難しさを実感するこ

とも多々ありましたが、そこは私のモットーでもあります「自

分らしく」で乗り越えてきたように感じます。メンバー数も減

少する中、昨年の理事長という役職が終わったからといって、

のんびりしていてはいけないと思い、様々なところで経験則から得た自分の考えをばらま

いてまいりました。時には 2011 年度の進行を遅れさせてしまうこともあったように感じま

す。しかしながら青年会議所という団体は、しっかりと腰を据えて年初の思い描いたもの

を実現させていく団体であります。時には進行が遅れたり、軌道に乗らなかったり、紆余

曲折があったり・・・。私はそれでいいと思っています。回り道が出来ることもこの団体

の素晴らしさであると思います。そして今後もしっかりとした調査研究の上、例年通りだ

からというのではなく、本質を追い求めていっていただきたいと思います。

私自身、この社団法人淡路青年会議所を卒業するまで、まだあと 2 年あります。これか

らもメンバーの皆様と共に「明るい豊かな淡路島づくり」の為、信念を持って行動してい

くことをお約束申し上げ、一年の報告とさせていただきます。



- 28 -

８. 出 向 報 告

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 近畿地区大会運営委員会

委 員 柏木 敏孝

近畿地区大会運営委員会に出向させていただきました。兵庫ブロ

ック会員大会には出席した経験はあったのですが、近畿地区に委員

として出向するのは初めてで、初めは緊張感と初対面の人が多い中

の新鮮さに楽しさを感じていました。他 LOMの人と関って思ったの

は、設営の面、おもてなし等淡路の良さばかりでした。出席してき

た中で、多くのメンバーとの絆もできました。出向させていただい

たことに感謝し、淡路のメンバーとして今後誇りをもって活動でき

るようがんばって行きたいと思います。一年間ありがとうございま

した。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2011. 2.19

3.10

4.16

5.14

6.18

7. 8

8. 6

西宮市民会館

西宮神社会館

亀岡青年会議所

天理青年会議所

寝屋川市民会館

ホテル甲子園

西宮ﾖｯﾄﾊｰﾊﾞｰ他 近畿地区大会 西宮大会
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会

近畿スタイル確立委員会

委 員 長尾 泰宏

本年度、近畿地区協議会 近畿スタイル確立委員会に出向さ

せて頂きました。近畿地区への出向は初めてで不安もありまし

たが、今までにない新たな学び、そして友人の輪を広げること

ができました。このような機会を与えて頂けた事に感謝しまし

て、報告と致します。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

1.21

4.22

8. 6

国立京都国際会館

滋賀

阪急西宮ガーデンズ

第 1回委員会

第 4回委員会

近畿地区人間力大賞 最終選考会
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

財政特別委員会

委 員 中村 篤弘

兵庫ブロック協議会 財政特別委員会へ出向させて頂きま

した。財政特別委員会の役割としましては、兵庫ブロックとし

ての会計基準、コンプライアンスを遵守されているか、適正な

形をもって予算立てされているか等々を入念に確認する委員

会であります。当委員会が開催するコンプライアンス審査会に

おいて適正であると認められない限り、事業に至ることはでき

ない程、重要な位置付けを担っています。そのような重役を担

う委員会配属となり、とても重たい委員会になるのではないか

と予測をしておりました。追い打ちをかけるかのように、予定者の段階にて委員長が「面

白くない委員会」発言をされたのを今でも鮮明に覚えております。しかし、実際に委員

会が開催されると、私の予測、委員長の発言が全く外れ、とても盛んで活発な委員会と

なっていました。委員会メンバーの中には、直前理事長や専務理事経験者といった経験

豊富な方々が多く、青年会議所の様々なことを教えて頂いたように感じています。

この一年を通じ、青年会議所活動において、コンプライアンスの重要性やメンバーと

の関わりの大切さを改めて認識することができたと実感しております。ブロック出向し

ていなければ、財政特別委員会のメンバーと友情、絆を深めることも出来ていません。

また他の委員会の委員長とも出会うこともありませんでした。本当にこのような貴重な

機会を与えて頂いたことに感謝し、出向者報告と変えさせて頂きます。本当にありがと

うございました。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2011. 1. 8

2. 6

3. 5

4. 2

5.14

6. 4

7. 2

7.30

9.10

10. 8

11. 5

加古川商工会議所

ポートピアホテル本館

西宮商工会議所

西脇市生涯学習センター

尼崎スポーツの森

尼崎スポーツの森

龍野 梅玉旅館

尼崎市中小企業センター

淡路 大浜海水浴場

加古川商工会議所

篠山市商工会丹南商工会館

第 1回委員会

第 2回委員会

第 3回委員会

第 4回委員会

第 5回委員会

第 6回委員会

第 7回委員会

第 8回委員会

第 9回委員会

第 10 回委員会

第 11 回委員会
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

兵庫の魅力創造会議

議 員 大畑 一也

本年度は公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロ

ック協議会 兵庫の魅力創造会議に出向させていただきました。

兵庫県知事との懇談会の設営や、中学生県議会の設営など、学ば

せていただく機会が多く、大変勉強になりました。本当にありが

とうございました。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2010.11.18

2011.1.18

2.06

2.20

3.10

4.06

5.13

6.04

6.27

7. 1

8.23

9.09

10.09

神戸

神戸

明石

尼崎

丹波

高砂

小野加東

明石

姫路

兵庫県公館

議会議事堂

加古川

豊岡

所信・基本方針・役割分掌、抱負、事業計画他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会

中学生県議会

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他

兵庫県知事との懇談会、中学生県議会、他
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公益社団法人 日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

会員大会運営委員会

委 員 出口 利一

本年度、兵庫ブロック協議会 会員大会運営委員会に出向さ

せて頂きました。「第 44 回会員大会尼崎大会」は台風の影響

に伴い開催中止となりました。しかし社団法人尼崎青年会議所

の皆様と共に委員会メンバーが大会成功に向け大会前日まで

多く議論を交わした過程と多くの友人を作ることが出来た事

は私にとって大きな経験となりました。このような機会を与え

てくださった方々に感謝申し上げます。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2010.11.21

2011. 1.29

2. 6

3. 5

4. 2

5.14

6. 4

7. 2

7.30

8.27

9. 2

11.19

神戸国際会議場

川西市商工会館

ポートピアホテル

香住文化会館

尼崎スポーツの森 会議室

篠山商工会 丹南振興部

尼崎スポーツの森 会議室

姫路市民会館

尼崎中小企業センター

尼崎スポーツの森 会議室

尼崎スポーツの森 会議室

夢海游 淡路島

第 1 回会員大会運営予定者委員会

第 1 回会員大会運営委員会

第 2 回会員大会運営委員会

第 3 回会員大会運営委員会

第 4 回会員大会運営委員会

第 5 回会員大会運営委員会

第 6 回会員大会運営委員会

第 7 回会員大会運営委員会

第 8 回会員大会運営委員会

第 9 回会員大会運営委員会

第 9 回会員大会運営委員会

第 10 回会員大会運営委員会
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区兵庫ブロック協議会

戦略広報委員会

委 員 三倉 克仁

今年度、兵庫ブロック協議会 戦略広報委員会に出向させ

ていただきました。戦略広報委員会とは、ブロックの活動は

勿論のこと、26LOM の事業や活動までも多くの人に知って頂

けるよう HPなどを活用し情報発信していく委員会でありま

す。また、京都会議やサマコンにおいてはブロックナイトの

設営も当委員会の担当であり、今年度は近畿地区大会が西宮

で開催されたのですが、その時のブース出展も役割でありま

した。京都や横浜でブロック 26LOM の皆様が交流を深められ

る演出・空間づくりには大変こだわりを持って行いました。

そんな中で各 LOM ナイトの場所・時間を把握して、連絡調整には大変苦労いたしました

が、その経験が改めて連絡調整の大切さを教えてくれました。近畿地区大会のブース出

店では何を提供すれば兵庫の魅力を発信できるのか？から委員会で議論されました。当

日まで委員会が一丸となって作り上げた事、そして当日完売した時は今までの苦労が報

われ何とも言えない達成感を委員会メンバーで共有する事ができました。色んな設営等

もある中で記録保存もしなければいけないので思っていた以上に忙しかったように感じ

ました。しかし、忙しかったおかげで委員会においても皆が活発に意見を出し合い、委

員会内で役割を決め凄く充実した委員会活動でありました。

この一年間、兵庫ブロック協議会 戦略広報委員会で活動させていただき様々な体験をす

ることが出来ました。そん中で多くの人と関わりを持ち、色んな考え方を知ることができ

委員会メンバーとも友情を深めることができました。このような貴重な経験をさせていた

だいたことに感謝いたします。本当にありがとうございました。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2010. 11.21

2011.  1.17

2. 6

3.15

4.13

5.11

6.22

7.16

8. 6

9. 3

神戸国際会議場

三田市

神戸国際会議場

ホテル姫路プラザ

三木市立教育センター

加古川市

西宮市立勤労会館

パシフィコ横浜

新西宮ヨットハーバー

※台風の為、中止

予定者委員会

第 1回委員会

第 2回合同委員会

第 3回委員会

第 4回委員会

第 5回委員会

第 6回委員会

第 7回委員会（サマコン）

第 8回委員会（近畿地区大会）

第 9回委員会（会員大会）
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公益社団法人 日本青年会議所 近畿地区兵庫ブロック協議会

日本 JC連携推進委員会

副委員長 木下 紘二

当委員会は、国民の祝日にあたる憲法記念日に際し、日本

国憲法について国民とともに考える場を創出し、憲法の改定

の是非を問うものではなく、より身近なものにするための機

会ととらえ、～国民ひとりひとりの幸せを考えよう～をテー

マとし開催を致しました。憲法という普段あまり聞きなれな

いものを、どう身近に感じてもらうか、パネルディスカッシ

ョン形式のフォーラムのキャスティング、告知方法など、委

員会で議論を積み重ね進めて参りました。また本事業は継続

事業であり、また日本全国で同時期に開催され、時代背景も

視野に入れながら地域ごとの特徴を活かすことを視野に入れ進めて参りました。パネラ

ーには、神戸市出身で憲法 9条についての主張や、国家安全保障等について詳しい青山

繁晴氏や、当時尖閣諸島中国漁船衝突映像流出事件において最初に投稿し、元神戸海上

保安本部所属の一色正春氏をお招きし、コーディネーターは ABC 朝日放送の報道部記者

島田大アナに努めていただき、事業の開催となりました。本当にいい結果になったと実

感致します。私個人としては、初めて取り組む内容に戸惑いを隠せないながらも、副委

員長として会の運営に注力し、委員長と委員の皆さんのサポート役に廻り、他 LOM から

出向の方々の経験や体験談を聞かせていただきながら、手さぐり状態の中すすめて参り

ました。そして事業当日は司会を仰せつかり、よき経験をさせていただきました。初め

ての出向に際し、これらの貴長な経験を、自身の LOM の個人の活動に少しは活かせたの

ではないかと考えております。このような機会を与えていただきましたことに、改めて

感謝を申し上げます。

さて、我々は「奉仕」「修練」「友情」の三信条の元活動を行っておりますが、ブロ

ックでは、普段交流の無かった者同士が集まり、たったの 1 年間で事業を組み立て、事

業を終えた後には良き関係構築に繋がっている様を間近で体験し、JC の持つ未知の可能

性について垣間見た気がします。そして、人は人に支えられていることをつくづく感じ

た次第です。この一年間の出向で得た人と人とのつながりは、今後の人生の糧となり、

そして組織も同じように異なる外部との交流が組織を強くしていくように思います。

最後になりましたが、皆様これからもよろしくお願いいたします。
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出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2010. 11.21

2011.  1.16

2. 6

3.19

4.16

4.30

5. 3

5.14

7.22

8.27

11. 5

神戸国際会議場

淡路島「ホテルニューアワジ」

神戸国際会議場

(社)尼崎青年会議所

三木市「   」

(社)神戸青年会議所

神戸市「レヴァンテホール」

神戸市「   」

加古川「かき庄」

※忌引き

豊岡「西村屋招月庭」

予定者委員会

第 1回委員会

第 2回合同委員会

第 3回委員会

第 4回委員会

第 5回委員会

ブロック事業

～憲法アクション Day’s in HYOGO～

第 6回委員会

第 7回委員会

第 9回委員会
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公益社団法人 日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

会員拡大実践会議

委 員 平川 智己

本年度お世話になりました拡大実践会議では、ＪＣの入会資

格には 40 歳までというルールがある中で、近年の入会者減少に

加えて入会時年齢が高いことから在籍年数が短くなり、各ＬＯ

Ｍメンバーの顔触れが 5 年もすると大きく変わる現状がある中

で、ＪＣ活動において最も永きに亘って継続している主要な事

業は拡大であると考え、その認識をすべてのメンバーに行き届

ける為に議論させて頂きました。拡大に対する意識高揚を掲げ

て「拡大セミナー」を各エリアで開催し、各地各所で拡大の現

状や拡大に関する沢山の諸問題や悩みを聞かせて頂きました。

出向者メンバーまた各理事長へアンケートをお願いして、それに基づき議論がなされまし

た。ＬＯＭの事業一つ一つが拡大活動であると認識できましたし、情報発信の手段が近年、

多様化されてもきていました。また休会者へのフォローなど、様々な角度での情報が得ら

れました。非常に重たいテーマでありましたが峰議長には、楽しく一年を過ごさせて頂き

ました。非常に感謝しております。貴重な経験を生かし、これからのＬＯＭの拡大におい

て少しでも力になれればと思っております。本当にありがとうございました。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2010. 11.21

2011.  1.20

2. 6

2.12

3.26

5.14

6.18

8. 8

神戸

神戸

神戸

神戸

小野加東

神戸

尼崎

予定者委員会

第 1回委員会

第 2回合同委員会

第 3回委員会

第 5回委員会

第 7回委員会

第８回委員会

第 10 回委員会
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公益社団法人 日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

兵庫アカデミー委員会

委 員 法月 正義

2011 年度、出向する機会を与えて頂いた理事長はじめ、理事の

皆様、メンバーの皆様に感謝致します。本当にありがとうござい

ました。成果と致しましては、目標としておりました以上に、播

淡 8JC を中心に、叱咤激励し合える仲間がたくさん出来ました。

はじめは少々萎縮してしまった場面もありましたが、藤井宏昌君

と三原正行君の御協力もあり、何とか自分をオープンにしてチャ

レンジすることが出来ました。今後もこの経験を活かして JC 活動

に励みます。ありがとうございました。

出 向 記 録

年 月 日 場  所 内        容

2010.11.21

2011.02. 6

02.26

02.27

05.14

07. 9

ポートピアホテル

ポートピアホテル

八高原

(パークホテル白樺館)

YMCA 六甲山研修センター

兵庫県立総合体育館

第 1回兵庫アカデミー委員会

第 2回兵庫アカデミー委員会

講師：横山 寛 先輩

第 1回ブロックアカデミー事業

プロジェクトアドベンチャー

講演：一ノ本達己先輩

第 2回ブロックアカデミー事業

六甲山トレッキング

第 3回ブロックアカデミー事業

経営品質向上プログラム

講師：吉川秋芳

基調講演：㈱ベル 代表取締役 奥 斗志雄
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

兵庫アカデミー委員会

委 員 藤井 宏昌

今年度、兵庫ブロック協議会兵庫アカデミー委員会へ出向さ

せて頂きました。体験型、研修型の各々の事業を通して、他ロ

ムのメンバーと多くの関わりを持つ事が出来、その中で、自己

修練と共に友情を育む事も出来ました。様々な御意見や考え方、

新たな情報を吸収させて頂いた事は、自分自身のスキルアップ

に繋がり、今後へ役立たせて行きたいと考えております。本当

にこの様な機会を与えて下さり有り難うござました。

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

兵庫アカデミー委員会

委 員 三原 正行

このたび、兵庫ブロック協議会兵庫アカデミー委員会に出向さ

せていただきました。様々な研修事業に参加させていただく事で

今後の JC 活動の糧となる貴重な経験をさせていただきました。

第2回研修事業の六甲山トレッキングでは日頃の運動不足がた

たり大変でしたが他LOMのメンバーと協力し合い乗り越える事で

友情を育む事ができました。今回このような機会を与えて下さり

本当にありがとうございました。
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９. 監 事 報 告

監 事 木原 慎陽

畑野理事長をはじめとするメンバーの皆様、予定者段階か

らですと一年半の間本当にお疲れ様でした。出来不出来の評

価は別にして予定していたすべての事業が遂行されましたこ

とに敬意を表したいと思います。

本来、監事は各事業が目的に沿ってなされているか、予算

の執行状況、社団法人として公の益につながっているか等々

を見させていただきながら冷静に意見をさせていただく立場

であると思いますが、私の場合私自身が経験してきた中で感

じたこと、思ったことを十分に伝えることを目標にしてきましたので、時には感情的に

なり誤解を招く事があったと思いますが、ある程度は、今までの経験をお伝え出来たと

思っています。

最後に、変えていくべきもの変えてはいけないものをよく見定めて我々、社団法人淡

路青年会議所のメンバーがこれからも活動を続けて頂きますよう祈念申し上げ監事報告

とさせていただきます。

監 事 横山 仁志

一年間、監事という役職をいただき、目的に沿った事業が

しっかりと行われているか、予算は適正に使われているかと

いった部分を重点的に見させていただきました。その中で畑

野理事長を始め、メンバーの皆さんの努力がそれぞれに実っ

た一年であったかと思います。お疲れ様でした。私自身、監

事としてしっかりと仕事が出来たかというと、力不足でまだ

まだ反省すべき点が多くありますが、一年間メンバーと共に

語り合うことができ、充実した一年でした。

最後になりますが、今後も社団法人淡路青年会議所が力を合わせて、常に前を向いて進

まれることを心よりご祈念申し上げ、報告とさせていただきます。
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１０. 会 員 動 向

１. 2010 年度末会員数

正会員  60 名 特別会員   280 名 準会員  2名

２. 2011 年度入会者

新入会者名 推  薦  者

有賀 雄一 沖田 和良 大畑 一也 原田 啓行

片山 竜也 沖田 和良 高津 知也 向内 英光

福富 健介 向内 英光 原田 啓行 大畑 一也

寺岡 良祐 平川 智己 中村 篤弘 岸本 篤人

村田 泰志 新家 春輝 中田 勝文 大畑 一也

横山 泰明 平川 智己 岸本 篤人 藤井 宏昌

３. 2011 年度会員数

正会員 61名 特別会員 284 名

４. 2011 年度退会者

川本 康仁

５. 2011 年度休会者

なし

６. 2011 年度物故会員

丸添 博  坂本 健爾

７. 2011 年度末会員数

正会員  64 名 特別会員 282 名 準会員 8 名

８. 2011 年度卒業会員

6 名

木下 紘二  島田 実  西 浩平  冨士元 明仁  山口 智康  横山 仁志

９. 2011 年度役員選考委員

後藤 英範  畑野 信行  池澄 泰彦  上村 雄二郎  飛松 孝治  

原田 啓行  向内 英光
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１１. 2011 年度 社団法人淡路青年会議所    

役員名簿

理 事 長    畑 野 信 行

直前理事長    後 藤 英 範

副理事長     上 河    護

上 村  雄二郎

沖 田  和 良

廣 井  公 壽

専務理事     向 内  英 光

理  事     大 畑  一 也

木 下  紘 二

出 口  利 一

中 村  篤 弘

平 川  智 己

真 野  貴 司

三 倉  克 仁

出向理事     齋 藤  新 太

柏 木  敏 孝

長 尾  泰 宏

中 西  仁 志

監  事     木 原  慎 陽

横 山  仁 志
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１２. 出向者一覧

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会

出 向 先 役 職 出向者氏名

地区大会運営委員会 委 員 柏木 敏孝

地区大会運営委員会 委 員 中西 仁志

ソーシャルデザイン確立委員会 委 員 齋藤 新太

近畿スタイル確立委員会 委 員 長尾 泰宏

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

出 向 先 役 職 出向者氏名

財政特別委員会 委 員 中村 篤弘

兵庫の魅力創造会議 委 員 大畑 一也

会員大会運営委員会 委 員 出口 利一

戦略広報委員会 委 員 三倉 克仁

日本 JC 連携推進委員会 副委員長 木下 紘二

会員拡大実践会議 委 員 平川 智己

兵庫アカデミー委員会 委 員 法月 正義

兵庫アカデミー委員会 委 員 藤井 宏昌

兵庫アカデミー委員会 委 員 三原 正行
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１３. 組織及び委員会構成

池尻　明人

辰野　慶太

寺西　正典

仲野　正倫中西　仁志

原田　啓行

池澄　泰彦

片山　竜也

立木　健介

美摩　武臣

西　　浩平

柳　弘一郎

山下　勝久

藤井　実二

有賀　雄一

河井　義樹

山口　智康

島田　実

新家　春輝

高見　恵文

礒村　浩史

川本　康仁

久米　基支

柏木　敏孝

斉藤　新太

飛松　孝治

滝本　佳範

濱田 眞輔 川越 勇輔岸本 篤人 三原 正行 藤井 宏昌柴田 大介

副公室長 副委員長副委員長 副委員長 副委員長副委員長

公室長 委員長 委員長 委員長

真野 貴司 出口 利一平川 智己 三倉 克仁 中村 篤弘木下 紘二

上河 護

委員長 委員長

理事長公室 会員委員会 拡大・渉外委員会 総務・広報委員会 例会委員会 未来創造委員会

上村 雄二郎

直前理事長 理事長

後藤 英範 畑野 信行

専 務 理 事 副　理　事　長 副　理　事　長

向内 英光 沖田 和良

社会開発委員会

副　理　事　長 副　理　事　長

総　会

監　事

木原 慎陽

出 向 理 事

柏木 敏孝

廣井 公壽

法月　正義

高津　知也

小谷　敦朗

横山 仁志

理事会
長尾 泰宏

出田　裕重

笹津　寛照

斎藤 新太

中西 仁志

吉井　崇行

冨士元明仁

三原　　聡

長尾　泰宏

副委員長

委員長

大畑 一也

福富　健介

中田　勝文

濱口　健一

齋藤 新太
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１４. 褒 章

褒章委員会

畑野 信行 理事長  後藤 英範 直前理事長

木原 慎陽 監事   横山 仁志 監事

上河  護 副理事長  上村 雄二郎 副理事長

沖田 和良 副理事長  廣井 公壽 副理事長

向内 英光 専務理事

1．最優秀委員会賞   例会委員会

2．優秀委員会賞    会員委員会

3．最優秀事業賞    社会開発委員会

           淡路島フォーラム ～淡路はひとつ！未来の淡路島のために

～

4．最優秀会員賞    法月 正義  （例会委員会）

5．優秀会員賞     柴田 大介  （会員委員会）

6．最優秀新会員賞   片山 竜也  （例会委員会）

7．優秀新会員賞    福富 健介 （会員委員会）

8．特別賞      理事長公室  拡大･渉外委員会  総務･広報委員会

未来創造委員会

9．出向者出席奨励賞  中村 篤弘  法月 正義

10．例会出席奨励賞   畑野 信行  後藤 英範  木原 慎陽  横山 仁志

            上河  護  沖田 和良  廣井 公壽  上村 雄二郎

            向内 英光  真野 貴司  有賀 雄一  木下 紘二

            新家 春輝  福富 健介  平川 智己  柏木 敏孝

            飛松 孝治  三倉 克仁  柳 弘一郎  中村 篤弘

            藤井 宏昌  池澄 泰彦  法月 正義  三原  聡

            片山 竜也  出口 利一  川越 勇輔  大畑 一也

２８名
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１５. 決 算 報 告

一般会計収支決算書

自 2011 年  1 月 1 日

至 2011 年 12 月 31日

収入の部                                      単位：円

款 項 目 2011年度補正予算 2011年度修正予算 2011年度当初予算 修正予算との比較 備　　　　考

会 費 10,120,000 9,880,000 10,040,000 240,000

会  費 10,120,000 9,880,000 10,040,000 240,000

新会員会費 720,000 480,000 640,000 240,000 3名×160,000・3名×80,000

正会員会費 9,280,000 9,280,000 9,280,000 0  58名×￥160,000

特別会費 120,000 120,000 120,000 0   4名×\ 30,000

入会金 300,000 150,000 200,000 150,000

入会金 300,000 150,000 200,000 150,000

入会金 300,000 150,000 200,000 150,000   6名× \50,000

事業収入 2,980,000 0 0 2,980,000

事業収入 0 0 0 0

寄付金 0 0 0 0

補助金 0 0 0 0

助成金 0 0 0 0

登録料 2,755,000 0 0 2,755,000

登録料 2,755,000 0 0 2,755,000

雑収入 225,000 0 0 225,000

雑収入 225,000 0 0 225,000

寄付金 80,000 0 0 80,000

寄付金 80,000 0 0 80,000

寄付金 0 0 0 0

一般寄付金 80,000 0 0 80,000

繰入金 0 0 0 0

繰入金 0 0 0 0

特別事業基金 0 0 0 0

職員退職金 0 0 0 0

事務局整備引当金 0 0 0 0

雑収入 26,783 0 3,000 26,783

雑収入 26,783 0 3,000 26,783

受取利息 952 0 3,000 952

雑収入 25,831 0 0 25,831

繰越金 2,860,596 2,860,596 540,000 0

繰越金 2,860,596 2,860,596 540,000 0

繰越金 2,320,596 2,320,596 0 0

職員退職金 40,000 40,000 40,000 0

事務局整備引当金 500,000 500,000 500,000 0

16,367,379 12,890,596 10,783,000 3,476,783合　　計



- 46 -

支出の部                                      単位：円

款 項 目 2011年度決算額 2011年度補正予算 2011年度修正予算 2011年度当初予算 2011年度修正予算との比較 備　　　　考

事業費 7,201,057 7,173,057 5,128,200 5,128,200 2,019,228

305,000 305,000 315,000 315,000 -10,000

305,000 305,000 315,000 315,000 -10,000

3,684,939 3,656,939 980,000 980,000 2,676,939

3,684,939 3,656,939 980,000 980,000 2,676,939

107,096 107,096 108,600 108,600 -1,504

107,096 107,096 108,600 108,600 -1,504

578,799 578,799 579,000 579,000 -201

578,799 578,799 579,000 579,000 -201

550,670 550,670 575,750 575,750 -25,080

550,670 550,670 575,750 575,750 -25,080

641,879 641,879 701,350 701,350 -59,471

641,879 641,879 701,350 701,350 -59,471

1,332,674 1,332,674 1,868,500 1,868,500 -535,826

1,332,674 1,332,674 1,868,500 1,868,500 -535,826

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

予備費 0 0 1,171,391 0 -1,171,391

予備費 0 0 1,171,391 0 -1,171,391

予備費 0 0 1,171,391 0 -1,171,391

繰出金 500,000 500,000 500,000 0 0 特別事業基金に拠出

繰出金 500,000 500,000 500,000 0 0

繰出金 500,000 500,000 500,000 0 0

その他の支出 0 0 0 0 0

敷金 0 0 0 0 0

敷金 0 0 0 0 0

固定資産購入支出 0 0 0 0 0

什器備品 0 0 0 0 0

0 0

0 0

繰越金 3,974,073 3,974,073 560,000 560,000 2,320,596

繰越金 3,974,073 3,974,073 560,000 560,000 2,320,596

繰越金 3,414,073 3,414,073 0 0 2,320,596

職員退職金 60,000 60,000 60,000 60,000 0

事務局整備引当金 500,000 500,000 500,000 500,000 0 事務局移転の可能性考慮

16,395,379 16,367,379 12,890,596 5,688,200 3,476,783        合　　計

社会開発

総務・広報

理事長公室

会員

未来創造

例会

拡大渉外
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支出の部                                      単位：円

款 項 目 2011年度補正予算 2011年度修正予算 2011年度当初予算 2011年度修正予算との比較 備　　　　考

事業費 7,173,057 5,128,200 5,128,200 2,019,228

305,000 315,000 315,000 -10,000

305,000 315,000 315,000 -10,000

3,656,939 980,000 980,000 2,676,939

3,656,939 980,000 980,000 2,676,939

107,096 108,600 108,600 -1,504

107,096 108,600 108,600 -1,504

578,799 579,000 579,000 -201

578,799 579,000 579,000 -201

550,670 575,750 575,750 -25,080

550,670 575,750 575,750 -25,080

641,879 701,350 701,350 -59,471

641,879 701,350 701,350 -59,471

1,332,674 1,868,500 1,868,500 -535,826

1,332,674 1,868,500 1,868,500 -535,826

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

予備費 0 1,171,391 0 -1,171,391

予備費 0 1,171,391 0 -1,171,391

予備費 0 1,171,391 0 -1,171,391

繰出金 500,000 500,000 0 0 特別事業基金に拠出

繰出金 500,000 500,000 0 0

繰出金 500,000 500,000 0 0
その他の支出 0 0 0 0

敷金 0 0 0 0

敷金 0 0 0 0
固定資産購入支出 0 0 0 0

什器備品 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

繰越金 3,974,073 560,000 560,000 2,320,596

繰越金 3,974,073 560,000 560,000 2,320,596

繰越金 3,414,073 0 0 2,320,596

職員退職金 60,000 60,000 60,000 0
事務局整備引当金 500,000 500,000 500,000 0 事務局移転の可能性考慮

        合　　計 16,367,379 12,890,596 10,783,000 3,476,783

社会開発

総務・広報

理事長公室

会員

未来創造

例会

拡大渉外
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2011 年度 貸借対照表

2011 年 12 月 31 日現在

単位：円

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

資産の部 現金・預金 8,706,302 負債の部 0

敷　　　金 300,000 0

備　　　品 181,029

正味財産の部 正味財産 9,187,331

9,187,331 9,187,331

負　債　合　計

資　産　合　計 負債及び正味財産合計
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2011 年度 正味財産増減計算書

自 2011 年  1 月 1 日

至 2011 年 12 月 31日

収入の部                                    単位：円

款 項 決算額

資産増加額 4,474,882

次年度繰越金 3,974,073

敷　　　金 0

備品増加額 0

特別事業基金（特別会計）増加額 500,809

負債減少額 0

4,474,882合　　　計

支出の部                                    単位：円

款 項 決算額

資産減少額 4,157,177

前年度繰越金 2,860,596

備品減少額 1,296,581

特別事業基金（特別会計）減少額 0

負債増加額 0

4,157,177合　　　計

決算額

317,705

8,869,626

9,187,331末期正味財産合計額

科      目

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額
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2011 年度 収支決算総括表

自 2011 年  1 月 1 日

至 2011 年 12 月 31日

収入の部                                      単位：円

科　　　目 合　　　　計 一般会計 特別事業基金

会　　　費 10,120,000 10,120,000 0

入　会　金 300,000 300,000 0

事 業 収 入 3,008,000 3,008,000 0

寄　付　金 80,000 80,000 0

繰　入　金 500,000 0 500,000

雑　収　入 27,592 26,783 809

繰　越　金 6,425,013 2,860,596 4,221,420

合　　　計 21,117,608 16,395,379 4,722,229

支出の部

科　　　目 合　　　計 一般会計 特別事業基金

法　人　費 4,720,249 4,720,249 0

事　業　費 7,201,057 7,201,057 0

繰　出　金 500,000 500,000 0

繰　越　金 8,696,302 3,974,073 4,722,229

合　　　計 21,117,608 16,395,379 4,722,229



- 51 -

2011 年度 事業収支明細一覧

自 2011 年  1 月 1 日

至 2011 年 12 月 31日

                                                              単位：円

目 事業名 合計 内訳 金額 人数 小計 返金 担当委員会 備考

登録料 新年会 1,620,000 15,000 108 1,620,000 0 会員委員会

淡路島まつり踊り大会 330,000 交流会 6,000 37 222,000 0 会員委員会

出立 3,000 36 108,000 0 会員委員会

クリスマス家族忘年会 833,000 大人 10,000 71 710,000 0 会員委員会

お子様ｺｰｽ 5,000 6 30,000 0 会員委員会

お子様ﾗﾝﾁ 3,000 31 93,000 0 会員委員会

小計 2,783,000 0

返金後金額 2,783,000

雑収入 新年会 225,000 0 会員委員会 お祝い金

小計 225,000

合計 3,008,000
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2010 年度  助成金・寄付金収入明細一覧

自 2011 年  1 月 1 日

至 2011 年 12 月 31日

                                                              単位：円

項 目 事業名 金額 金額 人数 小計 返金 担当委員会 備考

事業収入 寄付金

補助金

助成金

小計 0

広告料

小計 0

寄付金 寄付金 0

一般寄付金 80,000 OB会

小計 80,000

合計 80,000



- 53 -

2010 年度 財産目録

2011 年 12 月 31 日現在

資産の部                                     単位：円

数　量 金　　額 摘　　要

現金・預金 合　　　　　計 8,706,302

現　　　　　　　　金 0

普　　通　　預　　金 770,820 №０４５４８６５

普　　通　　預　　金 3,203,253 №０３００２０６

普　　通　　預　　金 4,722,229 №０７４９０１２

有　　価　　証　　券 10,000 №２１９４２

数　量 金　　額 摘　　要

固定資産合計 合　　　　　計 481,029

敷　　　金 300,000

備　　　品 小　　計 181,029

2003年12月15日

510,000

2004年7月6日

271,950

2006年12月28日

202,160

2009年6月8日

493,500

8,706,302

481,029

9,187,331

流動資産

固定資産

合　　計

２台

２００６年度購入分

２００９年度購入分

定率法によ
る原価償却

19,603

87,391

科　　　　　目

流
動
資
産

パーテーション １式

科　　　　　目

48,535

エアコン

２００３年度卒業生寄贈(※会
計処理に関する既定　第２３

条並びに第２４条（４）によ
り固定資産算入)

ファックス

コピー機

１台

１台

固
定
資
産

25,500

負債の部

0合　　　　　計

正味資産の部

9,187,331合　　　　　計
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2011 年度 物品目録

2011 年 12 月 31 日現在

単位：円

数　量 金　額 摘　　要

物　品 保管庫・スチール書庫 １個 75,000

冷蔵庫 １台 15,000

手提金庫 １個 1,400

国旗 ３旗 11,575 三脚１セット

ＪＣ旗 ４旗 20,000 三脚２セット

電話機 ３台 144,200 １９９５年度購入分

デスクコーナー １台 75,190 １９９６年度購入分

デスク １台 30,282 １９９６年度購入分

デスク １台 95,069 １９９６年度購入分

デスク １台 82,297 １９９６年度購入分

デスク １台 95,790 １９９６年度購入分

パソコンラック ２台 16,171 １９９６年度購入分

チェアー １脚 28,634 １９９６年度購入分

チェアー ２脚 43,878 １９９６年度購入分

チェアー １脚 20,600 １９９６年度購入分

パーテーション １脚 133,200 １９９６年度購入分

ウオールロッカー １台 37,389 １９９６年度購入分

両開き保管庫 ３台 81,267 １９９６年度購入分

引違いガラス保管庫 ３台 100,425 １９９６年度購入分

深型保管庫 ３台 79,413 １９９６年度購入分

電話台 １台 12,669 １９９６年度購入分

会議テーブル ２台 68,392 １９９６年度購入分

会議椅子 １２脚 97,644 １９９６年度購入分

ホワイトボード １枚 17,325 １９９６年度購入分

月間予定表 １枚 15,398 １９９６年度購入分

月間掲示板 １枚 31,734 １９９６年度購入分

パソコン・周辺機器 １式

トランシバー ７台 某氏寄贈

プリンタ １台 １９９７年度卒業生寄贈

パソコン １台 １９９８年度卒業生寄贈

ルーター １台 47,040 １９９９年度購入分

パソコン・周辺機器 １式 １９９９年度卒業生寄贈

ハンドマイク １台 20,611 ２０００年度購入分

国旗 １旗 7,350 ２０００年度購入分

プリンタ １台 ２０００年度卒業生寄贈

スキャナー １台 ２０００年度卒業生寄贈

デジタルカメラ １台 ２０００年度卒業生寄贈

パソコン １台 155,820 ２００１年度購入分

ビデオカメラ １台 ２００１年度卒業生寄贈

　　     　科　　目
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※2011年度事業 淡路の未来を切り拓け！～目指せ！選挙投票率日本一の淡路島～購入余剰分（会計処理に関する規定

第 27 条により物品算入)

数　量 金　額 摘　　要

エアコン １台 ２００２年度卒業生寄贈

エアコン １台 某氏寄贈

会議テーブル １５台 155,000 ２００３年度購入分

パイプ椅子 ２０脚 29,200 ２００３年度購入分

掃除機 １台 13,440 ２００３年度購入分

ファンヒーター ２台 51,600 ２００３年度購入分

玄関表札 １基 100,000 ２００３年度卒業生寄贈

パソコン １台 ２００４年度卒業生寄贈

パソコン １台 ２００４年度卒業生寄贈

コピー機（中古） １台 102,900 ２００５年度購入分

スチールデスク ３台 某氏寄贈

ゴングマーク １個 10,000 ２００６年度購入分

卓上旗セット １式 7,840 ２００６年度購入分

ＪＣＩプレート １基 19,950 ２００６年度卒業生寄贈

パソコンディスクトップ １台 82,950 ２００６年度卒業生寄贈

モデム・ルーター １式 19,425 ２００６年度卒業生寄贈

耐火金庫 １台 81,900 ２００６年度卒業生寄贈

自立式スクリーン １台 84,000 ２００６年度卒業生寄贈

プロジェクター １台 159,500 ２００７年度卒業生寄贈

タイムレコーダー １台 26,800 ２００８年度購入分

ＵＳＢ ２５６本 151,040 ２００８年度購入分※

プリンタ １台 60,000 ２０１０年度卒業生寄贈

ＪＣＩ旗 １旗 20,000 ２０１０年度購入分

パソコンディスクトップ １台 180,000 ２０１０年度購入分

空気清浄機 ２台 90,000 ２０１１年度卒業生寄贈

テレビ １台 30,000 ２０１１年度卒業生寄贈

3,136,308合　　　計

　　     　科　　目
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2011 年度  特別事業基金収支決算書

単位：円

収入の部 支出の部

科　　目 決算 修正予算 当初予算 当初予算との比較 科　　目 修正予算 当初予算 当初予算との比較

2010年度繰越金 4,221,420 4,221,420 4,220,088 1,332 2011年度繰出金 0 0 0

2011年度繰入金 500,000 500,000 0 500,000 2012年度繰越金 4,722,229 4,220,088 502,141

雑収入 809 809 0 809 809 0 0

合　　計 4,722,229 4,722,229 4,220,088 502,141 合　　計 4,723,038 4,220,088 502,950

合　　計 1,002,950 合　　計 1,002,950



１６. 監 査 報 告

2012 年 1 月 5 日

2011 年度 社団法人 淡路青年会議所

理 事 長   畑野 信行 殿

社団法人淡路青年会議所の 2011 年度（2011 年度 1月 1 日から同年 12月 31 日まで）決

算報告書並びに事業について、一般会計収支決算書、特別会計決算書、財産目録、賃借対

照表、正味財産増減計算書並びに事業報告書を監査いたしましたところ適正であることを

認めます。

監 事 木原 慎陽

監 事 横山 仁志
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１７. 資 料

1.各事業別写真

2.新聞記事切抜
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1 月例会～NEW JOURNEY・第 73 回通常総会 2011 年 01 月 12日 （水）

新年会 2011 年 01 月 12 日 （水）
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2 月例会 ～VMV2011 淡路 JC Ver～ 2011 年 02 月 9日 （水）

3月例会 ～淡路はひとつ！淡路一市運動～ 2011 年 03 月 9日 （水）
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4 月例会 ～淡路 JC道場 自他共楽～ 2011 年 04 月 13日 （水）

5月例会 ～5月研修例会～図解思考で経営改革！～ 2011 年 5 月 11 日 （水）
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第17回わんぱく相撲淡路場所～挑戦新たな可能性にむかって～ 2011年6月5日（日）

6月例会～公益法人制度改革 ～ 2011 年 6 月 8日 （水）
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兵庫ブロック協議会 東日本支援活動  2011 年 07 月 05 日 （火）

7月選挙例会 ～念き一票～  2011 年 07 月 13 日 （水）
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淡路島まつりおどり大会  2011 年 08 月 06 日 （土）

8月例会白熱教室・第 55回臨時総会  2011 年 08 月 10日 （水）
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9 月例会 THE 討論！   2011 年 09 月 14 日 （水）

10月例会 温故知新 ～半世紀の時を経て～  2011 年 10 月 12日 （水）
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淡路島一市フォーラム 2011 年 10 月 16 日 （日）

11月例会～MEMORIES OF SIX～  2011 年 11 月 10日 （木）
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12 月例会 ～FOR NEXT STEP!!・第 74 回通常総会  ～ 2011 年 12 月 17 日（土）

クリスマス家族忘年会 2011 年 12 月 17 日 （土）

平成 23 年 1 月 12 日 産経新聞
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平成 23 年 2 月 8 日 産経新聞

平成 23 年 2月 8 日 産経新聞
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平成 23 年 4 月 5 日 産経新聞
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平成 23 年 5 月 7 日 神戸新聞

平成 23 年 5 月 7 日 産経新聞
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平成 23 年 5 月 8 日 朝日新聞

平成 23 年 5 月 10 日 読売新聞
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平成 23 年 5 月 10 日 産経新聞
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平成 23 年 5 月 30 日 産経新聞

平成 23 年 5 月 30 日 朝日新聞
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平成 23 年 6 月 6 日 産経新聞

平成 23 年 6 月 6 日 読売新聞
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平成 23 年 6 月 14 日 産経新聞
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平成 23 年 7 月 12 日 産経新聞



- 78 -

平成 23 年 8 月 9 日 産経新聞



- 79 -

平成 23 年 9 月 5 日 産経新聞
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平成 23 年 10 月 4日 産経新聞
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平成 23 年 10 月 5日 産経新聞

平成 23 年 10 月 6 日 読売新聞
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平成 23 年 10 月 14 日 神戸新聞

平成 23 年 10 月 16 日 朝日新聞
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平成 23 年 10 月 16 日 産経新聞
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平成 23 年 10 月 16 日 読売新聞

平成 23 年 10 月 16 日 毎日新聞
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平成 23 年 11 月 8日 産経新聞

平成 23 年 11 月 22 日 読売新聞
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平成 23 年 12 月 6日 産経新聞
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平成 23 年 12 月 20 日 産経新聞
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社 団 法 人

淡 路 青 年 会 議 所

２０１２年度

事業計画書

2012年1月1日～12月31日
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社団法人淡路青年会議所

2012 年度 スローガン

2012 年度 理事長

上村 雄二郎

回帰革新
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１. 理事長所信

はじめに

混沌とした世の中と言われて久しい現代、未来の光は未だ見出せず、それに追い打ちを掛

ける形となった東日本大震災。そして今もなお世界を騒がせている原発問題を含めた天災・

人災は、この国で生活を営む我々に大きな不安を与えて続けています。この淡路島において

も、人口減少、少子高齢化による過疎化、行政が抱える財政問題等、問題は山積されていま

す。この先日本、そして淡路島はどうなってしまうのか、我々はただただその成り行きを見

守ることしかできないのでしょうか。

荒廃した戦後に「新しい日本の再建は我々青年の使命である」として、青年会議所が設立

された原点、そして「淡路はひとつ」という我々社団法人淡路青年会議所の原点に立ち返り、

我々はより活発な企業活動、社会活動を通じ、青年経済人として、今こそ社会に対して前向

きな変革を起こしていかなければならない時なのです。

真のリーダーとなるために

我々JAYCEE は、企業のリーダーであり、一市民です。まちづくりは市民と行政とが力を

共に携えて行われるべきですが、日頃の生活の中でほぼ不自由なく暮らせる現代では、市民

はまちづくりに無関心で、いまだ市民一人ひとりがまちづくりの一端を担うという状況には

ありません。この現状を打破するためには、地域の明るい豊かなビジョンを描き、率先して

行動できる真のリーダーが必要不可欠です。ＪＣの事業は、全てその目的を達成するための

プロセスにおいて、企画立案から議論を重ね、壁にぶつかった時、如何にしてその壁を乗り

越えるか、打ち破るか、そしてその中で人と人との関わりを通じて人間力を高めることで、

真のリーダーへと成長する無限の可能性があります。真のリーダーとなるべく、メンバー一

人ひとりが与えられた立場を理解し、何事も前向きに捉え挑戦していきましょう。

志高き同士の集い

明るい豊かな淡路島を望まない者はいないでしょう。しかし、淡路島をひとつと捉え、そ

の淡路島に前向きな変革を創造していこうとする団体は、社団法人淡路青年会議所以外には

存在しません。その組織の中で、青年として本気で地域の未来を考え行動する。そのような

期間は非常に濃密かつ貴重な機会です。しかしながら我々は４０歳を迎えるとその活動を終

えなければなりません。つまり我々の活動を継続、発展していくには新しい同士を集うこと

が不可欠なのです。ここ１０年でもメンバー数は約３分の２にまで減少し、さらに本年は多

くのメンバーが卒業を迎える年です。そのことからも本年の会員拡大は大きな意味があると

考えます。組織は新たな視点と発想が加わることで活性化し、また次の時代に向けた新たな
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組織が形成されます。そのためにも、多くの同志を集い、淡路島の明るい豊かな未来に向け、

熱き想いを発信していかねばならないのです。そしてその活動の中で我々は、淡路島の未来

を考え行動する志高き同志の集いとなるのです。

淡路はひとつ

社団法人淡路青年会議所の原点とも言うべき「淡路はひとつ」という基本理念は、半世紀

もの間途切れることなく現在まで受け継がれてきました。そして５０年目もこの理念を胸に、

明るい豊かな淡路島づくりに向けてその想いを発信して参ります。「淡路はひとつ」といっ

ても、行政の枠がひとつになるというだけではなく、島民の意識の中にまでその理念が落と

し込まれなければ、真の「淡路はひとつ」は達成されないと考えます。平成の大合併が行わ

れ３市体制になって早６年。混迷する経済状況の中、さまざまな諸問題を抱えている淡路島

の現状は決して明るいものではありません。我々が正に今すべきは、平成の大合併を検証し、

その状況を分かりやすく島民の皆様にお伝えすると共に、未来の淡路島のあるべき姿を、革

新的発想をもって示すことであると考えます。その中で我々の「淡路はひとつ」の理念を一

人でも多くの島民の皆様に浸透させていく必要があるのです。「明るい豊かな淡路島」とは、

未来に希望をもって暮らせる島となることなのです。

継続は力なり

社団法人淡路青年会議所は本年創立５０年を迎えました。過去に積み重ねた４９年の歴史、

継続されてきた活動は大きな礎であり、大きな力です。そして周年という大きな節目にはさ

まざまな意味が込められていると考えます。

過去に行ってきた事業や、先輩方が歩んできた道を振り返る大切な年であると考えます。

その中で我々は、青年会議所の伝統、責任を改めて感じると共に、メンバー一人ひとりが自

覚を持つことで、足元をより強固なものに出来ると考えます。

また、この４９年という過去を作り上げた先輩方への感謝と、我々の活動にご協力を頂い

た沢山の皆様に対し、これからも明るい豊かな淡路島づくりに向け今後も共に歩むべく、頂

いたご指導ご協力に対しての感謝を表す場であると考えています。

そして、これから未来への一歩を踏み出し、真に明るい豊かな淡路島の実現に向けて、真

の「淡路はひとつ」に向けた我々の志を発信する場であると考えます。

これらをしっかりと形にすることで、原点への回帰、そして、新たなる一歩を踏み出すき

っかけとし、今後益々活発に活動する力にしようではありませんか。

継続は力なり、継続に勝るものは無し！

終わりに

青年会議所活動を送る中で、「変えるべきこと、変えてはいけないこと」という節や、奉

仕・修練・友情の三信条は欠かさず耳にしますが、それぞれ考え方が有るように思います。
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そんな中、原点に立ち返ることで、変えてはいけない大切なことも、これからの新たな一歩

を踏み出すために、変えていかねばならないことも必ず見えてくるはずだと考えます。ＪＡ

ＹＣＥＥはその活動の中で、何事も前向きに捉え、積極的に行動する、そして世の中に前向

きな変化の創造をする。我々はいつの時にもそのような気概で、設立以来の基本理念である

「淡路はひとつ」を胸に、「明るい豊かな淡路島」を創造すべく行動して参りました。本年

我々は５０周年という大きな節目だからこそ、改めて原点を見据えるべきであり、この混沌

とした時代の流れすらも前向きに捉え、さらに革新的発想で物事に挑戦し、この淡路島に前

向きな変化を創造すべく議論を交わし、積極的に行動し、メンバーやたくさん方々と多くの

関わりを持つべきであります。そして、その活動の中で奉仕・修練・友情という三信条を身

を持って知る経験は、今後のＪＣ活動だけに留まることのない人生の大きな宝となるのです。

２０１２年度、この５０周年という歴史的な節目の年に共に活動できる喜びを胸に、積

極的なＪＣ活動を行いましょう。その中から革新が生まれると信じています。



- 93 -

２. 基本方針

一、伝統への回帰、４９年の道のりを確かめ、感謝を示し、新たな一歩を踏み

出そう

一、過去の形に捕らわれない革新的な発想をもって挑戦しよう

一、積極的な行動で自らがＪＣの魅力を発信し、多くの同士を集おう
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３. 副理事長・室長抱負

副理事長 飛松 孝司 原田啓行 向内 英光  室長 木原 慎陽

世の中からは活気が消え、先行きが見えない混沌とした時代であっても、我々は JC 活動

を通じて決して夢をあきらめず、想いを確信に変え、社会に前向きな変化をもたらすべく積

極的に行動していかなければなりません。理事長が指し示す方針、そして想い描くビジョン

を達成するために、委員長をはじめとするメンバー全体のベクトルを同じくし、責任を持っ

て意識の変革並びに共有を図って参ります。

創立５０周年を迎え、未来に向けた新たな第一歩を踏み出す本年、諸先輩方の想いや行動

によって今の私たちがあることを再認識するとともに、時代の先駆者としての自覚を持って

行動していかなければなりません。そのためには、メンバー一人ひとりが、どのような困難

をも打破する強いリーダーシップを身につける必要があります。経済的疲弊が著しく、また

メンバー減少が懸念される昨今、合理性や効率を重要視するあまり、あるべき本質が揺らぎ、

メンバー同士の関わりさえも薄くなっているように感じます。強いリーダーシップは、人と

人とが真剣にぶつかりあうことでしか磨くことはできません。同時に、そのような機会を自

己満足で終わらせない為に、明確な目的意識を持ち、成果にこだわっていくことが、本年度

のより良い JC 活動につながってくるものと確信します。組織の重責を担う立場として、諸

先輩方から学んだ JC哲学を、情熱を持って継承して参ります。そして革新を成し遂げる為

に、過去を振り返ることで新たな気づきを導き、目まぐるしく変化する時代の本質をとらえ、

批判をおそれず勇気を持って行動することを誓います。

互いに切磋琢磨する中で、他人の価値観を受け入れる器を広げ、心から信頼し認め合える

友情を育む。その想いを実践することが、確固たる組織力を発揮させる原動力になるものと

信じ、時代の先駆けとして明るい豊かな淡路島づくりに邁進して参ります。

基本方針

1． 積極的な関わりのなかで、よきパイプ役として行動します。

2． 委員会、会議のスムーズな運営に努めます。

3.  メンバーとの関わりを深め、率先して行動します。
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４. 専務理事抱負

専務理事 池澄 泰彦

明るい豊かな淡路島を創造するために我々社団法人淡路青年

会議所は日々活動また運動しています。我々のこうした活動や

運動は、本年で 50 年を迎えます。このような節目の年に、今一

度、我々の活動目的に立ち返り、伝統、責任を改めて感じ取り、

組織の足元を固め、これからの組織のあり方やメンバーのこと

を考え、今まで以上にメンバー同士が真剣に向き合える団体、

志高き同志の集いへと革新させる必要があります。

今、地域の情勢は不況や少子高齢化社会などの要因により大変厳しい状態となり、地域の

人たちが明るい未来を描くことがとても難しくなっているように思います。しかし、こんな

時代だからこそ、我々社団法人淡路青年会議所は率先して明るい未来を創造し、事業や行動

を通して、地域の人たちに明るい未来があることを証明していかなければならないと考えま

す。そのためにはまず、メンバーそれぞれが持っている想いをメンバー同士の交流を通して

共有し、理事長が指し示す方向へとメンバーを導き、組織の方向性をひとつにまとめる役目

に徹します。組織にとってメンバーは、宝であり原動力そのものであります。その原動力を

活かすためには、真剣に向き合って議論できる環境を整え、メンバーを輝かせることで、社

団法人淡路青年会議所が輝き、ひいては淡路島が輝くことになり、我々の存在価値が発揮さ

れると考えます。また、他 LOM や関係諸団体との連絡調整を円滑に行い、メンバーが最大

限の力を発揮できるよう組織を構築し、メンバーにとって有益な情報を共有できるように業

務を遂行します。

理事長の掲げる未来を信じ、理事長の目指す団体にすべく専務の役職に徹し、メンバーの

土台になって行動して参ります。志高き同志の集いへと社団法人淡路青年会議所を革新する

ことで明るい豊かな淡路島創造につながると確信しています。

基本方針

1. 理事長の所信を完遂するために、業務に粘り強く挑戦します。

2. メンバー同士が真剣に向き合って議論できる組織運営を行います。

3. 組織を構築するために様々な方向にアンテナを張り運営をします。
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５. 監事・特別顧問抱負

監事 上河 護  中西 仁志

幾星霜の季節がめぐり、本年度、社団法人淡路青年会議所は創立 50 周年を迎える年とな

りました。この 50 年の節目を共に生き、感じることができるのは今いる我々だけの特権で

あり、この節目を表現できるのも我々だけであります。一生のうちこのような節目はそう多

くあるものではないでしょう。

社団法人淡路青年会議所は、変化を恐れず前進してまいりました。49 年の礎のもと、49

回の革新をしてまいりました。この歴史は、現在在籍するメンバーの努力だけではなく、OB

諸兄 他 LOM 地域の皆様に支えられ、我々が行ってきた事業が地域に対し一定の成果があ

った結果であると考えます。しかし今後混沌とした時代の中で、変えてはいけない本質を確

固たる信念を持ち、邁進しなければ 100年への道のりはさらに厳しいものとなります。「変

えるべきものは何もない」 変わるものは、変えるべきものは「手法」であり、「本質」で

はないと確信いたします。

本年度 50 年の節目において、我々は「明るい豊かなまちづくり」の為に、淡路島の未来

のために改めて本気になり邁進しなければなりません。礎の基、100年に向け、新しい輝き

を共に放ちましょう。

基本方針

1．理事会と相反する位置づけとして、起こるであろう事由を見極め、的確な判断をい

たします。

2．理事に対し、青年会議所メンバーとしてのあるべき姿を追求し、指導いたします。
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特別顧問抱負

特別顧問 後藤 英範

社団法人淡路青年会議所が５０周年という節目の年を迎える本年、上村理事長の下、特別

顧問という私にとって新たな役職を仰せつかりました。

社団法人淡路青年会議所は設立以来、メンバー個々がそれぞれの役割を担い全うしていく

ことで、活動を続けてまいりました。

定款によりますと、特別顧問は「経験を生かし、運営に関し必要な意見を述べる」となっ

ております。微力ではございますが、今まで培ってきた経験を生かし、その役割を全うして

まいりますので、どうぞよろしくお願い致します。
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６. 委員長・室長事業計画並びに予算及び役割業務

理事長公室

公室長 法月 正義

本年度、社団法人淡路青年会議所は創立 50 周年を迎え、新た

な一歩を踏み出す節目の一年となります。しかし政治や経済は混

迷を極め、不況と言われ閉塞感に覆われているこの時代に、私た

ちは明るい豊かな淡路島の理想を掲げ、それを実現すべく行動し

ていく時だと思います。理事長の指し示すビジョンのもと、各委

員長の想いが詰まった事業の円滑な遂行をサポートいたします。

理事長公室の大きな柱として、各委員会の想いのつまった事業

を達成するために、理事会運営をスムーズに行って参ります。そのためにも常に調査研究を

し、各情報の事前確認を行い、より早く共有することで、より議論が深まる会議運営を目指

し、会員の想いを形にするサポートをいたします。また社団法人淡路青年会議所全体におけ

る現状を常に把握し、迅速でより正確な情報を発信することによって、各委員会の事業にお

いて、社団法人淡路青年会議所の想いがつまった事業になるべく、環境づくりを徹底いたし

ます。理事長公室は、このように考え行動することを一年間の根幹として、淡路 JC のため

に力を注ぎます。そのために必要なことは、我々が自ら進んで取り組み、最後までやり遂げ

る強い意志を持ち、実行することであると私は考えます。その過程からは、責任感や判断力

という個々の持っている資質を向上させることができ、同時に、自分の優れた部分や劣って

いる部分も見えてきます。今の自分を知り、仲間同士が互いに切磋琢磨して成長することは、

視野を広げ、組織の発展に繋がります。

これらの業務を達成することで、共に過ごした時間と大きな達成感を共有し、流した汗と

涙は、必ずや自信と誇りに繋がり、人間力を高め、各委員長が事業を通じて明るい豊かな淡

路島づくりに邁進出来るものと確信しております。

基本方針

1． スムーズでより議論が深まる会議運営をします。

2． 報告・連絡・相談を徹底することにより対処・判断をスピーディに行います。

3．常に調査研究を徹底することにより、充実感があり笑顔の絶えない公室運営をします。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施 内容 対象者 予算額 備考

合計

役割業務 実施月 業務内容

・理事長の秘書的業務及び専務理事の補佐

・一般庶務事項及び発送文章の管理

・本会計に関する財務処理及びコストダウンの調査

・事務局全般にわたる業務及び管理

・通信案内簿及び諸記録の整理

・渉外業務全般

・会費の徴収

・理事会の設営及び議事録の作成

・三役会の設営

・公益法人制度改革に関する業務

・ゴルフ同好会・卒業コンペの開催

・50 周年事業に関する業務（関連委員会との連絡調整）

・会員拡大に関する業務（関連委員会との連絡調整）

・公室活動の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮問に関する答申業務

通年

通年

通年

通年

通年

通年

前期・後期

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年
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総務広報委員会

委員長 三原 聡

我々社団法人淡路青年会議所は、創立から 49 年にわたり、「明

るい豊かな社会」の実現に向け、地域に根ざした運動を展開して

きました。今後も社団法人淡路青年会議所が島民から認知され、

存在意義を示すには、我々の運動の意義や目的といった情報を常

に社会に発信し続けなければなりません。そして、島民に訴えか

ける情報を発信するには、メンバー一人ひとりが想いを共有し、

結束して活動していく必要があります。

近年、社団法人淡路青年会議所は、全国の各地 LOM 同様に会員減少が続いております。こ

ういう時だからこそ、メンバーやたくさんの方々とかかわりを持ちながら、一人ひとりが前

向きな変化を創造すべく議論を交わし、個々の価値観をぶつけあい、組織として方向性を共

有していくことが不可欠です。その結果、力強く魅力的な発信につながると考えます。総務

広報委員会では積極的に直接メンバーと会い、コミュニケーションを図り、関わりあい架け

橋となることでメンバー同士が情報・現状を共有し、結束力が高まるように努めます。ウェ

ブサイトでは、迅速かつ正確に告知や報告といった事業の情報を発信するのはもちろんのこ

と、一方的な情報の発信ではなく、双方向のコミュニケーションを図り、つながりを持てる

ような機会を提供します。対内広報紙では、事業告知や報告に担当メンバーの想いや苦労を

掲載し、組織の結束力を醸成して参ります。また、このような情報発信をすることにより生

まれる社団法人淡路青年会議所の結束力をわんぱく相撲の企画設営に活かし、次代を担う子

ども達の心を豊かにし、健全な成長に繋げる一助にします。

メンバー間が想いを共有できるように率先してコミュニケーションを図り、各委員会との

架け橋になることにより、メンバーの一体感を高め、組織を活性化させ、そのことが「明る

い豊かな社会」の実現につながると確信いたします。

基本方針

1. 積極的に関わりを持ち、常に効果的な情報発信を意識して行動します。

2. 各委員会の架け橋となり、組織の結束力を高めるよう行動します。

3. 新しい情報発信を調査研究し、コミュニケーションの向上を図ります。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額 備考

・ホームページの管理・

運営        

・対内広報紙の発行

・会員名簿作成

・総合資料の作成

・第 18 回わんぱく相撲

淡路場所

・例会の企画、設営及び

運営

・総会の設営及び運営

通年

毎月

2月

2月

5月

7月

1,8,12

月

ホームページの管

理・運営

JC プレスの発行

会員名簿の発行

PDFデータ及び CD－

R

わんぱく相撲淡路

場所の設営・運営

7月例会の企画、設

営及び運営

総会資料の作成及

び議事録の作成

正会員

一般

正会員

特別会員

正会員

特別会員

正会員

淡路在住

小学生

正会員

正会員

165,000

448,000

330,000

1,000

130,000

1,000

0

ホームペー

ジ制作費

380部×12回

(4 頁 5回、6

頁 7回)

380 部×128

頁

保存用とし

て

運営・設営費

等

会場設営費

等は例会委

員会

一般会計会

議費

合計 1,075,000

役割業務 実施月 業務内容

・対内広報紙の発行

・ホームページの管理・運営

・総合資料、会員名簿、名刺の作成

・総会・臨時総会の設営及び運営、総会資料及び議事録

の作成

・わんぱく相撲の企画・設営及び運営

・選挙管理委員会の設置

・例会の企画・設営及び運営

・褒賞に関する報告書作成及び褒賞委員会の企画・設営・

運営

・LOM 事業の記録及び保存のための取材活動

・定款諸規定の調査研究

・50 周年事業に関する業務

・会員拡大に関する業務

・委員会活動及び事業の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮問に関する答申業務

通年

通年

通年

1,8,12 月

5月

7月

7月

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

第 75回、第 76回通常総

会、臨時総会
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交流委員会

委員長 岸本 篤人

社団法人淡路青年会議所は 49年という長い月日を歩んでき

ました。50 年目という大きな節目に委員長として、一歩を踏み

出せて頂けることに感謝をし、2012 年「淡路はひとつ」の原点

に立ち返ります。そして、先輩諸兄から受け継いできた理念で

ある「明るい豊かな淡路島づくり」をしっかりと認識します。

社団法人淡路青年会議所がさらに活気に満ちた組織になる為に、

会員相互の交流の中から確固たる「友情」を深める必要があり

ます。

私の中で「友情」とは、生涯失う事のない固い絆で結ばれた「人間関係」であると捉えて

おります。互いの価値観を認め合い、相手のために出来ることをしようとする「精神の共有」

であり、言わば、その人の為に犠牲になれるかということに基づいて成り立っているものと

考えます。この「友情」をメンバーの皆様と新年会から家族忘年会まで一年を通して深め、

築いてまいりたいと考えます。まず、49 年間の社団法人淡路青年会議所活動を知る諸先輩

方との関わり、これまでの想いをメンバーの皆様と共有することのできる貴重な機会と位置

付けます。そして、脈々と培ってこられた軌跡を感じ、49 年間への感謝の心をしっかりと

表現し、おもてなしの精神をもって交流を図ってまいります。またそれだけでなく、我々に

は 49 年間変わらぬ基本理念を重んじつつも、50 年目の新たな感性の発信、行動力をアピー

ルできる場面が数多くあります。このような場面をまたとない機会ととらえ、メンバー同士

の交流、また、我々の JC 活動を日々支えてくれている家族への感謝の気持ちを存分に表現

できる環境づくりを構築いたします。

「精神の共有」を常に意識しながら、本気で取り組むからこそ得られるかけがえのない経

験。そこからは必ずや、自己を犠牲できるほどの「友情」が育まれるものと信じ、より強固

な絆で結ばれた活気あふれる組織につながるものと確信します。

基本方針

1. 苦楽を共有し「笑」ある委員会運営を行います。

2. 絶え間ない学習と徹底した革新の追及を行います。

3. 伝統を重んじつつ新たな感性を発揮します。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施 内容 対象者 予算額 備考

・新年会

・5月例会

・淡路島まつり

・家族忘年会

1月

5月

8月

12 月

新年度体制をお披

露目すると共に、会

員、特別会員、来賓、

他LOMとの親睦を図

る。

例会の企画、設営及

び運営

淡路 JC の活力をア

ピールすると共に、

会員、家族、特別会

員、他 LOM との交流

を図る。

日頃の感謝を込め

家族との交流を図

ると共に会員との

親睦を図る。

正会員・特

別会員・来

賓・他 LOM

正会員

正会員・家

族・特別会

員・他 LOM

正会員・家

族

300,000

60,000

200,000

450,000

会場設営費等

会場設営費等

会場設営費等

会場設営費等

合計 1,010,000

役割業務 実施月 業務内容

・新年会の企画・設営及び運営

・5月例会の企画・設営及び運営

・淡路島まつり企画・設営及び運営

・家族忘年会の企画・設営及び運営

・公的出向の際の LOM ナイトの設営

・50 周年事業に関する業務

・会員拡大に関する業務

・委員会活動及び事業の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮問に関する答申業務

1月

5月

8月

12 月

通年

通年

通年

通年

通年

通年
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拡大研修委員会

委員長 川越 勇輔

「明るい豊かな淡路島」我々はこの志の下に集い、力を合わ

せて約半世紀もの間、淡路島のために活動してまいりました。

この志を次代に継承し、よりよい淡路島づくりを行い続けるた

めには、組織の継続、発展がなによりも必要であります。その

ためには会員の増大は至上命題であり、また会員相互における

修練は今後、我々がこの志に向かって邁進し、それを具現化す

る能力を養うためにも必要不可欠なものであると考えます。

まず、候補者の皆様に JC の魅力や熱い想いを伝え、入会に導くために自らが JCの魅力

を発信いたします。また、普段の JC 活動も拡大活動の一部であると考え、JC 活動に積極的

に参加すると共に多くのメンバーとお話しをさせて頂く中で情報の収集、発信、共有を行い

新規候補者のリストアップや既存リストの精査等より高精度のものを作成し拡大活動へと

活かしたいと考えます。候補者にはそれぞれの事情があります。何を必要としているのか、

何を求めているのかを考え候補者に合わせた最善の勧誘方法をとってまいります。

創立から 50年の節目に社団法人淡路青年会議所はより大きな一歩を踏み出し、今後も地

域に根差し「明るい豊かな淡路島」に向かって活動の輪を広げなければいけません。しかし、

そのためには失敗を恐れていては何も始まりません。本年度は、メンバー一人ひとりが高い

目標にチャレンジし、自分の今持っている「最大限」を考え、見つめ直すことで、混沌の時

代の中にも社団法人淡路青年会議所がより志高き同志の集いとなるような研修事業を行っ

てまいります。

会員の拡大だけが目標ではありません。入会候補者の方々をメンバーとして迎え入れ、共

に行動し、共に成長していけたのなら、その先にあるのは「明るい豊かな淡路島」だと確信

いたします。

基本方針

1. 委員会メンバーと共に絶えず成長し、力強く拡大活動を行います。

2. 多くのメンバーと関わりを持つことで拡大情報の発信、共有を行います。

3. 青年としての若さあふれる行動力を示し、何事にもチャレンジしていきます。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施 内容 対象者 予算額 備考

入会案内冊子

前期入会候補者説明

研修事業

8月例会

後期入会候補者説明会

1月

3月

4月

8月

9月

入会案内冊子作成

入会候補者説明会

の企画・設営及び

運営

会員育成のための

研修事業の企画・

設営及び運営

例会の企画・設営

及び運営

入会候補者説明会

の企画・設営及び

運営

入会対

象者

正会員

入会候

補者

正会員

準会員

正会員

正会員

入会候

補者

58,000

28,000

18,000

1,000

28,000

カラー

270 部

合計 133,000

役割業務 実施 業務内容

・会員育成のための研修事業の企画・設営及び運営

・例会の企画・設営及び運営

・50 周年事業に関する業務

・拡大に関する業務

・委員会活動及び事業の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮問に関する答申業務

4月

8月

通年

通年

通年

通年

通年
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例会委員会

委員長  柴田 大介

社団法人淡路青年会議所は本年、創立５０周年を迎えます。

創立から半世紀の永きにわたり「淡路はひとつ」という理念の

もと「明るい豊かな淡路島の実現」を目指してまいりました。

我々社団法人淡路青年会議所がさらなる飛躍を目指す上で、こ

れまで以上に組織の活性化と可能性を探求するために、地域を

先導する組織の確立並びに、より一層の会員の資質向上が重要

であり責務であると考えます。          

本年度、例会委員会では「力の追求と結集」をテーマに例会の企画・設営及び運営を致し

ます。例会とは、同じ理念を共有し、目的に向かっていく中で活動の意義を再確認する場で

あり、メンバー間で活発な意見交換を行い、新たな可能性を創造する大切な機会であると考

えます。その大切な機会をより有意義なものにするために、メンバー個々の「求心力」「創

造力」「分析力」「精神力」といった様々な「力」を一年間、例会を通じて追求し、結集い

たします。Jaycee の「力」と JCの「力」が相乗的に作用されたとき、我々社団法人淡路青

年会議所は、より強固な組織となり、さらなる飛躍を遂げることと確信いたします。また、

その過程においてメンバー同士が徹底的に関わり共に苦労し、共に成長し、共に笑う「良き

時間」を共有することで、友情と信頼関係の輪が広がり組織は、より一層の活性化がなされ

るものと考えます。その為に例会時おいては、メンバー一人ひとりに対する「目配り・気配

り・心配り」の精神を持って接し、有意義な活動と感じられるように取り組みます。

志高き多くの同士が「力」を発揮したとき、混沌とした時代に対しても前向きに捉え、さ

らに革新的発想で物事に挑戦し、率先して行動することで「明るい豊かな淡路島の実現」に

繋がると確信いたします。

基本方針

1. 確実かつ入念な準備を持って例会設営を行います。

2. 「良き時間」の共有をすることで強いチームワークを構築します。

3. 「一笑懸命」の精神で委員会活動を行います。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施 内容 対象者 予算額 備考

例会の企画、設営、運営 通年 毎月の例会企画、

設営、運営

正会員 665,000 会場設営費

等

合計 665,000

役割業務 実施月 業務内容

・出席率向上を目指した例会の企画・設営及び運営

・例会欠席者へのアテンダンスの案内及びフォロー

・５０周年記念事業に関する運営

（関連委員会との連絡調整）

・会員拡大に関する業務

・委員会活動及び事業の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮問に関する答申業務

毎月

通年

通年

通年

通年

通年

通年
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社会開発委員会

委員長  中村 篤弘

青年会議所の基盤は地域社会であり、基盤となる地域社会を

発展、活性させようという活動や運動であります。地域社会の

活性なくして明るい未来を創造することも難しいと言えるので

はないでしょうか。我々の理念である「明るい豊かな淡路島」

実現には、諸問題を徹底的に調査研究し、そこから解決方法を

見出し、青年会議所メンバーが先駆けとなって行動していく必

要があります。

1999 年より政府主導で行われた市町村合併。我々の住む淡路島においても 2004 年から

2006 年にかけて 1 市 10 町体制より 3市体制へと移行しました。しかしながら、合併以後の

成果というものが一向に見えていないのが現状ではないでしょうか。そこで合併前後の状況

を徹底的に検証し、島民の方々へ今後向かうであろう「淡路一市」へ向け、自分たちの住む

淡路島のことを考える機会へと繋げてまいります。更に危機的状況に陥っていると言っても

過言ではない淡路島を、如何にしてより一層魅力ある島へと革新させるかを考えていかなけ

ればなりません。そのためには先ず我々青年会議所メンバーが個々の責務を自覚し、ベクト

ルを合わせた上でより志気を高める必要があります。その後島民に対し、絶大な影響を与え

られる事業「淡路はひとつ」を実感できる事業展開を図ってまいります。今後の淡路島を創

造していくのは島民一人ひとりであることを伝播し、我々青年会議所メンバーと共に「淡路

はひとつ」へとベクトルを併せることが最重要であり、潜在的にある意識を革新してまいり

ます。

我々の理念である「淡路はひとつ」を島民一人ひとりが意識革新することにより、新たな

一歩が踏み出され、今までと異なる明るい未来の淡路島を想像することができ、我々の目指

す「明るい豊かな淡路島」へ繋がると確信致します。

基本方針

1. 『ONE FOR AWAJI』の気概を持って行動します。

2. 常に革新的な戦略をたて行動します。

3. 積極的に淡路島の島民に対し啓発を行います。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額 備考

・社会開発事業の企画・設

営及び運営

６月

６月

７月

平成の大合併の

検証広報

例会の企画、設営

及び運営

社会開発事業

淡路島

民

正会員

及び準

会員

淡路島

民及び

島外

298,000

2,000

2,430,000

資料作成費

広告費

資料作成費

音響費

会場設営費、

広報費、諸謝

金、他

合計 2,730,000

役割業務 実施月 業務内容

・社会開発事業の企画・開催

・例会の企画・設営及び運営

・会員拡大に関する業務

・50 周年事業に関する業務（関連委員会との連絡調整）

・委員会活動及び事業の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮門に関する答申業務

６月

７月

６月

通年

通年

通年

通年

通年

通年

平成の大合併の検証及び

「淡路一市」に向けて啓

発の実施

社会開発事業の実施

例会の実施
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５０周年特別委員会

委員長  大畑 一也

社団法人淡路青年会議所が 1963 年に設立されて以来、本年度

は 50 年目を迎えます。「明るい豊かな社会」の創造を志に掲げ、

永きにわたり多くの先輩諸兄が流された汗、そして涙にあらため

て敬意を表したいと思います。そして、この記念すべき 50 周年

という節目の年に、私たちメンバーがこの志をしっかりと受け継

ぎ、一丸となって次代への一歩を踏み出します。

時代は激変のときを迎えています。世界規模で変化する経済状

況、資源エネルギー問題、日本全国で進む人口減少、少子高齢化

の波、これらの変化は私たちの住む淡路島も無関係ではなく、加速度的に変化する時代の中

で淡路島の未来を考える必要があります。そして、淡路島の未来を考えたとき、そこには私

たちの掲げる「明るい豊かな社会」の姿があります。その姿へ、淡路島が歩み出すために、

純粋に淡路島を愛し、淡路島の未来のために貢献すること、その心を形にするために青年会

議所運動を行います。社団法人淡路青年会議所が設立されて半世紀、先輩諸兄から引き継い

だ志を胸に、現在の我々が青年会議所運動を行うこと、その一つひとつの心ある運動、そし

てそれらの心を形にした事業を誠実に行うことが、未来の社団法人淡路青年会議所のメンバ

ーへ志を継承させることにつながります。本年度の 50 周年記念事業では、先輩諸兄をはじ

め、行政関係・各種団体の皆様、各 LOM メンバー・兵庫ブロック協議会の皆様からの支えが

あり、50 周年を迎えることの出来た感謝をしっかりと伝え、我々の感謝の心を形に致しま

す。

この節目の年が社団法人淡路青年会議所、そして淡路島のさらなる発展のチャンスと捉え、

周年を通じて全メンバーが一致団結し、未来へと志をつなぎ、更なる飛躍の年となるものと

確信し、50周年記念事業を行います。

基本方針

1. 貢献する気持ちを大切にして、青年会議所運動を行います。

2. 50 周年記念事業を心を込めて成功させます。

3. 周年を通じて熱き友情と絆を育みます。
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事業計画並びに予算及び役割業務

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額 備考

・４月例会

・５０周年記念事業

４月

６月

例会の企画・設営及び

運営

５０周年記念式典・祝

賀会

正会員・

ＯＢ会員

正会員

特別会員   

来賓    

他ＬＯＭ

準会員

50,000

2,750,000

備品等

会場設営費

等

合計 2,800,000

役割業務 実施月 業務内容

・例会の企画・設営及び運営

・５０周年記念事業に関する

企画・設営及び運営

・会員拡大に関する業務

（関連委員会との連絡調整）

・委員会活動及び事業の記録保存

・全事業への参加協力

・理事長諮問に関する答申業務

４月

６月

通年

通年

通年

通年

５０周年記念事業実行委員会の設

置
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７. 出向者抱負

公益社団法人日本青年会議所 アジアアライアンス確立委員会

齋藤 新太

公益社団法人日本青年会議所 アジアアライアンス確立委員

会に出向させて頂くことになりました。政治ではできない、民

間外交でアジアと交流し、アジアを一つにすることを目的とす

る委員会です。この出向を通じて今までとは違った広い視野で

JC,そして日本を見ていくよう頑張ってきたいと思います。皆様

のご支援ご協力のほどよろしくお願いいたします。

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 グローバルリーダー育成委員会

廣井 公壽

近畿地区協議会 グローバルリーダー育成委員会に出向させ

て頂く事になりました。近畿への出向は初めてで不安もありま

すが、同時に世界にも羽ばたけるチャンスだと思ってます。友

人の輪を近畿、いや世界に広げる機会を与えて頂けた事に感謝

しております。自分なりに一年間頑張ってまいりますので、メ

ンバー諸兄のご指導、ご協力をよろしくお願いします。
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

書記

出口 利一

兵庫ブロック協議会 書記に出向させていただくことにな

りました。諸会議の設営、会議中運営補佐及び議事録の作成が

主な役割です。今まで培った経験を活かして、またブロックで

新たな経験をＬＯＭへ持ち帰り役立てたいと考えます。淡路Ｊ

Ｃとして出向していると常に意識して頑張ってまいります。メ

ンバーの皆様には一年間ご指導、ご鞭撻宜しくお願い致します。

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

書記

仲野 正倫

2012 年度 兵庫ブロック協議会 書記に出向させていただく

ことになりました。書記の役割は、主に諸会議の設営、会議中

運営補佐及び議事録の作成です。ここで培った経験を淡路へ持

ち帰り、役立てていきたいと考えます。淡路 JC から出向してい

ることを自覚し行動していきます。どうぞよろしくお願いいた

します。
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

震災復興推進会議

木原 慎陽

震災復興推進会議に出向させて頂くことになりました。ブロッ

ク出向は実に 3 年ぶりです。最終年度での出向でありますが、精

一杯社団法人淡路青年会議所のメンバーとして恥じない活動を

して参りたいと思っております。また、社団法人淡路青年会議所

としての出向に対するスタンスは変わりないのですが、最近では、

一部のメンバーの出向に対するスタンスが社団法人淡路青年会

議所の思いと違う方向に進んでいるように思われます。何とか、

さすが淡路さんと言われるように微力ながら全力で行動して参

りますので、よろしくお願い致します。

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

兵庫の未来創造会議

向内 英光

本年、公益法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議会

兵庫の未来創造会議に出向させて頂くことになりました。役割と

しては、憲法タウンミーティング・中学生県議会と対外に発信す

る重要な会議体であります。2 年前に憲法関連の会議体へ出向し

ておりましたがその経験を活かしつつ、より良い事業になる一助

となるべく精一杯頑張って参ります。

そして、LOM へ何か一つでも持って帰り、伝えることができ

るように全ての会議に出席して参ります。
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

会員拡大推進委員会

飛松 孝治

兵庫ブロック協議会 会員拡大推進委員会へ出向させて頂

く事になりました。近年、会員減少は顕著であり LOM において

も大きな問題となっております。新規会員獲得に向けての様々

な手法や情報を得、今後の拡大活動に活かせるよう一生懸命学

んでまいりますのでメンバー諸兄のご指導、ご協力をよろしく

お願いします。

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

会員大会運営委員会

原田 啓行

会員大会運営委員会に出向させていただくことになりました。

今年の会員大会は篠山での開催となっております。委員長をはじ

め熱いメンバーが多く、学ぶべき点も数多くあるように感じてお

ります。ここで培った経験を持ち帰り、LOM のメンバーにしっか

りお伝えしたいと思います。1 年間頑張って参りますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

JC運動発信委員会

大畑 一也

JC 運動発進委員会に出向させていただくことになりました。

この委員会は、兵庫ブロックのホームページの運用など、情報

を発信していく役割を担っている委員会です。

５０周年を迎えた淡路 JC から出向しているとの自覚を持ち、

頑張りたいと考えます。

。

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

財政特別委員会

三原 聡

本年度、兵庫ブロック協議会 財政特別委員会に出向させてい

ただくことになりました。ブロックの委員会から上程される議

案を財政面、コンプライアンス面で審査すること、また法人格

移行に伴う支援する役割を担当する委員会です。他 LOM の方々

と交流し、ここで培った経験を淡路 JC に持ち帰り、役立てて参

りたいと考えますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

兵庫アカデミー委員会

福富 健介

この度、兵庫アカデミー委員会に出向させて頂くことになり誠

にありがとうございます。この委員会では研修・事業を通じて主

導力を持った地域リーダーとなりえる素地を身につけ、そして地

域において市民を魅了する人材になれるよう努力してまいりま

す。さらに他 LOM のメンバーと交流を深め今後の JC 活動に活か

したいと考えております。全力投球で事業に取り組んでいきます

ので、ご指導、ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。

村田 泰志

この度、兵庫アカデミー委員会に出向させていただくことに

なりました。JC 活動をする上で、スキルアップをするまたとな

いチャンスだと思っております。また、他 LOM の方々との交流を

深め、楽しみながら、自己の精進へ繋げていきたいと思っており

ます。今後の活動をする上で、大切なことを学べる一年だと確信

しております。至らない私ではございますが、いろいろご指導い

ただけますようお願いいたします。

横山 泰明

ここの度、兵庫アカデミー委員会に出向させて頂くことになり

ました。JC歴が浅く、JC とはどういった組織なのか、まだ掴め

ておらず困惑する部分も多々ありますが、委員会には必ず出席す

る事を目標に自ら積極的に他LOMとのコミュニケーションを図り

交流を深めて、これからの自分自身のスキルアップに努めたいと

考えております。これから１年間宜しくお願いいたします。
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８. 一般会計収支予算

自 2012 年  1 月  1 日

収入の部                         至 2012年 12月 31日

単位：円

款 項 目 2012年度修正予算 2012年度当初予算 当初予算との比較 備　　　　考

会 費 10,420,000 9,460,000 960,000

会  費 10,420,000 9,460,000 960,000

新会員会費 1,120,000 480,000 640,000 新入会員　7名×\160,000

正会員会費 9,120,000 8,800,000 320,000 57名×￥160,000

特別会費 180,000 180,000 0 卒業生6名×\30,000

入会金 350,000 150,000 200,000

入会金 350,000 150,000 200,000

入会金 350,000 150,000 200,000 新入会員　7名×\50,000

事業収入 0 0 0

事業収入 0 0 0

寄付金 0 0 0

補助金 0 0 0

助成金 0 0 0

登録料 0 0 0

登録料 0 0 0

雑収入 0 0 0

雑収入 0 0 0

寄付金 0 0 0

寄付金 0 0 0

寄付金 0 0 0

一般寄付金 0 0 0

繰入金 4,000,000 4,000,000 0

繰入金 4,000,000 4,000,000 0

特別事業基金 4,000,000 4,000,000 0

職員退職金 0 0 0

事務局整備引当金 0 0 0

雑収入 0 3,000 -3,000

雑収入 0 3,000 -3,000

受取利息 0 3,000 -3,000

雑収入 0 0 0

繰越金 3,974,073 560,000 3,414,073

繰越金 3,974,073 560,000 3,414,073

繰越金 3,414,073 0 3,414,073

職員退職金 60,000 60,000 0

事務局整備引当金 500,000 500,000 0

18,744,073 14,173,000 4,571,073合　　計
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支出の部

単位：円

款 項 目 2012年度修正予算 2012年度当初予算 当初予算との比較 備　　　　考

法人費 5,718,088 5,180,000 538,088

会議費 267,000 267,000 0

総会費 15,000 15,000 0 ハガキ代

理事会費 252,000 252,000 0 21000円/回*12回

人件費 1,110,000 1,110,000 0

給料 960,000 960,000 0

諸手当 150,000 150,000 0 交通費他

退職金 0 0

渉外費 250,000 150,000 100,000

渉外費 250,000 150,000 100,000 団体会費・周年等

慶弔費 200,000 100,000 100,000

慶弔費 200,000 100,000 100,000

事務費 2,450,000 2,188,110 261,890

印刷費 60,000 50,000 10,000

消耗品費 200,000 200,000 0

通信費 520,000 500,000 20,000 電話代、JCﾌﾟﾚｽ送料等

賃貸料 1,020,000 1,020,000 0 \85,000×12ヶ月

水道光熱費 250,000 250,000 0

什器備品費 0 0 0

修理費 300,000 70,000 230,000 FAX・電話等

雑費 100,000 98,110 1,890 新聞代等

報酬料金費 400,000 400,000 0

租税公課 25,000 25,000 0

租税公課 25,000 25,000 0 印紙代等　

負担金 1,016,088 939,890 76,198

ＪＣＩ会費 57,088 62,640 -5,552 ￥892×64名

日本ＪＣ会費 365,000 335,000 30,000 ￥45,000＋￥5,000×64名

国際協力資金 116,800 105,850 10,950 ￥5×365日×64名

近畿地区会費 117,200 106,400 10,800 ￥2,000＋￥1,800×64名

兵ブ会費 360,000 330,000 30,000 ￥40,000＋￥5,000×64名

WE BELIEVE 0 0 0 預り金
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支出の部

単位：円

款 項 目 2011年度修正予算 2011年度当初予算 当初予算との比較 備　　　　考

事業費 8,413,000 8,413,000 0

0 0 0

0 0 0

1,075,000 1,075,000 0

1,075,000 1,075,000 0

1,010,000 1,010,000 0

1,010,000 1,010,000 0

133,000 133,000 0

133,000 133,000 0

665,000 665,000 0

665,000 665,000 0

2,730,000 2,730,000 0

2,730,000 2,730,000 0

2,800,000 2,800,000 0

2,800,000 2,800,000 0

0 0

0 0

0 0

0 0
予備費 3,532,985 0 3,532,985

予備費 3,532,985 0 3,532,985

予備費 3,532,985 0 3,532,985

繰出金 500,000 0 500,000 特別事業基金に拠出

繰出金 500,000 0 500,000

繰出金 500,000 0 500,000
その他の支出 0 0 0

敷金 0 0 0

敷金 0 0 0
固定資産購入支出 0 0 0

什器備品 0 0 0
出資金 0 0 0

有価証券購入 0 0 0

繰越金 580,000 580,000 0

繰越金 580,000 580,000 0

繰越金 0 0 0

職員退職金 80,000 80,000 0
事務局整備引当金 500,000 500,000 0

18,744,073 14,173,000 4,571,073

拡大研修

理事長公室

総務広報

社会開発

例　　会

交　　流

合　　計

５０周年特別
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９. 特別事業基金（特別会計）収支予算

2011 年度 特別事業基金修正収支予算書

単位：円

収入の部 支出の部

科　　目 2012年度修正予算 2012年度当初予算 当初予算との比較 科　　目 2012年度修正予算 2012年度当初予算 当初予算との比較

2011年度繰越金 4,722,229 4,720,088 2,141 2012年度繰出金 4,000,000 4,000,000 0

2012年度繰入金 500,000 0 500,000 2013年度繰越金 1,222,229 720,088 502,141

雑収入 0 0 0 0 0 0

合　　計 5,222,229 4,720,088 502,141 合　　計 5,222,229 4,720,088 502,141
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１０. 2012 年度 社団法人淡路青年会議所  役

員名簿

理 事 長    上 村  雄二郎

直前理事長    畑 野 信 行

特別顧問     後 藤 英 範

副理事長     飛 松  孝 治

原 田  啓 行

向 内  英 光

室  長     木 原  慎 陽

専務理事    池 澄  泰 彦

理  事     大 畑  一 也

岸 本  篤 人

川 越  勇 輔

柴 田  大 介

中 村  篤 弘

法 月  正 義

三 原    聡

出向理事     齊 藤  新 太

廣 井  公 壽

監  事     上 河    護

中 西  仁 志
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１１. 出向者一覧

公益社団法人日本青年会議所

出 向 先 役 職 出向者氏名

アジアアライアンス確立委員会 委 員 齋藤 新太

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会

出 向 先 役 職 出向者氏名

グローバルリーダー育成委員会 委 員 廣井 公壽

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会

出 向 先 役 職 出向者氏名

書記 出口 利一

書記 仲野 正倫

震災復興推進会議 委 員 木原 慎陽

兵庫の未来創造会議 委 員 向内 英光

会員拡大推進委員会 委 員 飛松 孝治

会員大会運営委員会 委 員 原田 啓行

JC 運動発信委員会 委 員 大畑 一也

財政特別委員会 委 員 三原 聡

兵庫アカデミー委員会 委 員 福富 健介

兵庫アカデミー委員会 委 員 村田 泰志

兵庫アカデミー委員会 委 員 横山 泰明
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１２. 組織及び委員会構成

久米　基支

小谷　敦朗

齋藤 新太

沖田 和良

河井　義樹

高見　恵文

長尾　泰宏

笹津　寛照

仲野　正倫

藤井 宏昌

時枝　弘記

５０周年特別室 室長

出田 裕重

社会開発委員会

委員長 委員長

大畑 一也

副委員長

木原 慎陽

例会委員会

飛松 孝治

副　理　事　長

向内 英光

総　会

上河 護

監　事

齋藤 新太

出 向 理 事

中西 仁志

畑野 信行

直前理事長

廣井 公壽

特別顧問

後藤 英範

専 務 理 事

池澄 泰彦

副　理　事　長 副　理　事　長

原田 啓行

理事会

理事長

上村 雄二郎

濵田　眞輔中田 勝文

拡大研修委員会

副委員長

交流委員会

委員長

副委員長

委員長

副委員長

有賀 雄一

柴田 大介 中村 篤弘

委員長

柳　弘一郎

藤井　実二

吉井　崇行

三原 正行

山下　勝久

村田　泰志

寺西　正典

平川 智己

福富 健介

柏木　敏孝

美摩　武臣

波戸　大樹

片山 竜也

寺岡　良祐

廣井 公壽

髙津　知也

立木　健介

西山　高右

川越 勇輔

副委員長

総務広報委員会

滝本　佳範

副公室長

委員長

三原　聡

三倉 克仁

真野 貴司

横山　泰明

岸本 篤人

副委員長

公室長

法月　正義

５０周年特別委員会理事長公室

奥畑　政昭

濱口　健一

長舩　亘裕

岡本　義弘

池尻　明人

礒村　浩史

出口 利一

新家　春輝

辰野　慶太

浅井　克也



- 125 -

１３. 年間スケジュール
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１４. 日本 JC 近畿地区兵庫ﾌﾞﾛｯｸ協議会組織図


